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●広告募集
   多度津町では、新しい財源確保と地域の活性化のため、
　広報に掲載する広告を募集しています。
　【問合せ】多度津町　町長公室     33－1115

◎お問い合わせ：町立明徳会図書館  ☎32－3246
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町の人口町の人口

（５月１日現在　常住人口）（５月１日現在　常住人口）

人　口　
   男　   
   女　　
世帯数

（+４０）
（+５１）
（－１１）
（＋５７）

２３，３６１  人
１１，５４４  人
１１，８１７  人
   ９，２７５世帯

目　次

■新着図書のお知らせ
　●                          
　　　　　　　　　　　　　　　　道浦　母都子(みちうら　もとこ)　文 ・ 金　斗鉉(きむ　とうげん)　絵 ／ 福音館書店

　　「昔の子どもたち」と「未来の大人たち」へ贈る絵本
　　　　　　家族三世代がともに楽しむ原風景
　　　　絵本で楽しむわが家の過去、現在そして未来･･･
       
　わたしたちを包む山や川、光や風、戦後６０年で大きく変わりました。
　変わらないものは、ふるさとを思う心です。
　のどかで平和な時間、静けさと安らぎが長く続きますよう、そんな祈
　りを込めたこの絵本を、次の世代に届けます。　　　～道浦　母都子

　うわ、なつかしい！めんこ、ゴム跳び、紙芝居、駄菓子屋･･･。
　自転車の三角乗り※ってなあに？大人は忘れかけた昭和の記憶をみつ
　け、子どもはやったことのない遊びをみつけ、家族でこの絵本をはさ
　んで話し合い、いっしょにふるさとや家族や自然の大切さを考えるき
　っかけになればと願っています。戦後６０年の歴史をめくりながら未
　来の夢を描いてほしいと思います。　　　　　　　　　　～金　斗鉉

　戦後、わたしたちは「生きる」ことを取り戻し、生き抜くことが最大の課題となりました。「生きる」とは、自分だけが
　生きるのではなく、家族や隣人や友人がともに力を合わせ、助け合って生きること、そして自然を大切にすることです。
　この絵本は、大人と子どもがともに読み合うことを通して、過去、現在、未来のつながりをかえりみて、話し合ってくだ
　さることを願って創り出されたのです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～松居　直（児童文学者）

・・・・・・・・・・・９４冊
・・・・・・・・・・・・３，１３０人
・・・・・・・・・・・６，４２０冊

・・・・・・２６人

■図書館の資料は、皆様がお互いに利用する
　ものです。大切に扱ってください！
　　汚したり、書き込みをしないようにしてください。

　　次の人が待っている場合もありますので、

　　返却期日は、必ずお守りください。

■６月の行事
　　★おはなし会『ひまわり』
　　　　６月  9日（土）   １４時～14時30分
　　★おはなし会　『ライブラリーこぐま』
　　　　６月20日（水）　１４時３０分～１５時

『ふるさと６０年　～戦後の日本とわたしたちの歩み～』

■４月の図書館利用状況
　◎新着図書・寄贈本
　◎入館者数
　◎貸出図書数
　◎新規図書利用カード作成者数

※三角乗り
　　　　　　サドルが高くて足がとどかない
　　　　　　大人の自転車を、三角形のフレ
　　　　　　ームのあいだに片足をいれ、車
　　　　　　体をかたむけながら、ペダルを
　　　　　　こいで上手に乗りこなす乗り方。

■寄贈図書のお知らせ
特定非営利活動法人「 ひざし会」様より、鷲谷　七菜子
（わしたに　ななこ）「俳句」の図書を寄贈いただきまし
た。ありがとうございました。

■ご存じですか？！　図書の予約
貸出中の資料を予約することができます。
お気軽にカウンターまでお申し出ください。

広報広報

●　町の財政執行状況・・・・・・・・・・・・２Ｐ

●　税務課からお知らせ・・・・・・・・・・・３Ｐ

●　後期高齢者医療制度・・・・・・・・・・・４Ｐ

●　親切・人権・・・・・・・・・・・・・・・５Ｐ

●　文化教養・スポーツ・・・・・・・・・６～９Ｐ

●　まちかどズーム・・・・・・・・・１０～１１Ｐ

●　お知らせ・募集・・・・・・・・・１２～１７Ｐ

●　６月の予定・・・・・・・・・・・・・・１８Ｐ

●　保健だより・・・・・・・・・・・・・・１９Ｐ

●　図書館だより・・・・・・・・・・・・・２０Ｐ

● 全国バレーボール交流大会　準優勝！
     『四箇バレーボールスポーツ少年団』
● 全国バレーボール交流大会　準優勝！
     『四箇バレーボールスポーツ少年団』

（関連記事・・・・・７P）
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税務課からお知らせ税務課からお知らせ 町の財政執行状況町の財政執行状況

■平成２4年度町県民税の通知書を送付します　・・・・・・・・・・・・・・・・・

■平成２４年度住民税（町・県民税）
                                  における改正点について　　・・・・・・・・・・・・・・・・

■便利な口座振替がおすすめです　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

多度津町　税務課からお知らせ多度津町　税務課からお知らせ
【問合せ】多度津町税務課　☎３３－１１１８

　　ご提出いただいた確定申告書や勤務先からの報告などをもとに算定した結果、平成２4年度の町県民税が
　課税になる方には、６月中旬に税額を記載した通知書を送付します。

　●納付方法について
　　①普通徴収の方
　　　　６月中旬に通知書をご自宅に送付しますので、税額や納期限等をご確認ください。
　　②勤務先で給与から特別徴収される方
　　　　６月初め頃、勤務先を通じて通知書を送付します。年税額を１２回に分けて、今年の６月から来年の５月まで
　　　　の給与から、毎月特別徴収させていただきます。
　　③６５歳以上で年金受給者の方
　　　　年金所得に対する町県民税は、年金からの特別徴収となります。対象となるのは年金所得の金額から
　　　　計算した町県民税のみです。
　　　　給与所得や事業所得などの金額に対する町県民税については、これまでどおり給与からの特別徴収、
　　　　または普通徴収により納付いただくことになります。

　　　※年金からの特別徴収開始後、町外への転出や税額変更、
　　　　年金の支給停止などがあった場合は、年金からの特別
　　　　徴収が中止となり、普通徴収により納付いただくこと
　　　　になりますので、ご了承ください。

　１．扶養控除の見直し
   　◎年齢１６歳未満の扶養控除（控除額３３万円）が廃止されました。
   　◎年齢１６歳以上１９歳未満の扶養控除額の上乗せ部分（特定扶養親族としての控除上乗せ１２万円）
   　　が廃止され、扶養控除額は３３万円になります。
   　　これらの改正は、子ども手当の創設や高等学校授業料の実質無償化に伴うものです。
   　　これにより、１９歳未満の方を扶養している方の住民税の負担が増えることがあります。

　２．寄付金控除の適用下限額の引き下げ
　　◎寄付金控除の適用下限額５千円から２千円に引き下げられました。

　町県民税を納付書で納付されている方へお知らせします。
　口座振替なら、お金を持たず安心、納め忘れの心配もなく確実です。また、納めに行く手間が省け、自動
的に引き落とされて簡単です。ぜひ、この機会にお申し込みください。

★普通徴収とは？

　　納付書または口座振替により、税金
　　を納めます。
★特別徴収とは？

　　年金または給与などから天引きによ
　　り、税金を納めます。

多度津町の財政執行状況（平成23年度下半期）
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【一般会計】
●歳　入

●歳　出

【公営企業会計】

【特別会計】

合　計

３１億８,５９２万円

１６億７,６１３万円

７億８,５４６万円

５億　２１５万円

７億２,９６５万円

５億９,３４４万円

３億４,９７６万円

７８億２,２５０万円

３４億６,６１３万円

１７億２,８５９万円

７億１,５６６万円

３億６,４１６万円

６,０８０万円

５億７,９０３万円

３億５,７２５万円

７２億７,１６１万円

１０８. ８

１０３. １

９１. １

７２. ５

８. ３

９７. ６

１０２. １

９３. ０

予算現額

（A）

収入済額

（B）

収入率

(B/A)%
款　別

上　水　道　事　業

２６億３,８００万円

２,５７６万円

１０億４,６１０万円

１７億５,６２９万円

３億１,９７０万円

２３億８,７９０万円

２,４２７万円

７億３,７８５万円

１７億１,９９４万円

３億１,８９０万円

９０. ５

９４. ２

７０. ５

９７. ９

９９. ７

２３億７,５２８万円

２,２７７万円

７億９,６６４万円

１６億１,４０８万円

３億   ６４２万円

９０. ０

８８. ４

７６. ２

９１. ９

９５. ８

予算現額

（A）

収入済額

（B）

収入率

(B/A)%

支出済額

（C）

支出率

(C/A)%
会計名

収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出 会計名

合　計

１億３,３３４万円

８億   ６６４万円

２６億      ９１万円

７億５,９９５万円

１億９,５３４万円

６,７４０万円

９億４,６２３万円

３億７,３３７万円

８億３,５０９万円

１０億５,５９４万円

　　　４,８３０万円

７８億２,２５０万円

１億３,２２４万円

７億６,５３９万円

２５億　３４９万円

７億１,９７４万円

１億５,９１９万円

６,２９２万円

７億６,４９３万円

３億１,７８４万円

７億   ３６７万円

９億７,４５９万円

　１,７８８万円

７１億２,１８８万円

９９. ２

９４. ９

９６. ３

９４. ７

８１. ５

９３. ４

８０. ８

８５. １

８４. ３

９２. ３

３７. ０

９１. ０

予算現額

（A）

支出済額

（B）

支出率

(B/A)%
款　別

町 税

地 方 交 付 税

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

町 債

その他（自主財源）

その他（依存財源）

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

そ の 他

国 民 健 康 保 険

国民健康保険直営診療所

公 共 下 水 道

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

６億１,０７４万円 ３億４,７２８万円１億１,６５４万円７億　７０６万円

ただし、控除の対象にならなくても、障害者控除は適用されます。また、町県民税の非課税
限度額の判断に必要になりますので、１６歳未満の年少扶養親族がいる場合は必ず申告して
ください。申告がない場合、今まで非課税だった方及び均等割額のみ負担いただいていた方
の住民税額が増えてしまう場合があります。
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税務課からお知らせ税務課からお知らせ 町の財政執行状況町の財政執行状況

■平成２4年度町県民税の通知書を送付します　・・・・・・・・・・・・・・・・・

■平成２４年度住民税（町・県民税）
                                  における改正点について　　・・・・・・・・・・・・・・・・

■便利な口座振替がおすすめです　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

多度津町　税務課からお知らせ多度津町　税務課からお知らせ
【問合せ】多度津町税務課　☎３３－１１１８

　　ご提出いただいた確定申告書や勤務先からの報告などをもとに算定した結果、平成２4年度の町県民税が
　課税になる方には、６月中旬に税額を記載した通知書を送付します。

　●納付方法について
　　①普通徴収の方
　　　　６月中旬に通知書をご自宅に送付しますので、税額や納期限等をご確認ください。
　　②勤務先で給与から特別徴収される方
　　　　６月初め頃、勤務先を通じて通知書を送付します。年税額を１２回に分けて、今年の６月から来年の５月まで
　　　　の給与から、毎月特別徴収させていただきます。
　　③６５歳以上で年金受給者の方
　　　　年金所得に対する町県民税は、年金からの特別徴収となります。対象となるのは年金所得の金額から
　　　　計算した町県民税のみです。
　　　　給与所得や事業所得などの金額に対する町県民税については、これまでどおり給与からの特別徴収、
　　　　または普通徴収により納付いただくことになります。

　　　※年金からの特別徴収開始後、町外への転出や税額変更、
　　　　年金の支給停止などがあった場合は、年金からの特別
　　　　徴収が中止となり、普通徴収により納付いただくこと
　　　　になりますので、ご了承ください。

　１．扶養控除の見直し
   　◎年齢１６歳未満の扶養控除（控除額３３万円）が廃止されました。
   　◎年齢１６歳以上１９歳未満の扶養控除額の上乗せ部分（特定扶養親族としての控除上乗せ１２万円）
   　　が廃止され、扶養控除額は３３万円になります。
   　　これらの改正は、子ども手当の創設や高等学校授業料の実質無償化に伴うものです。
   　　これにより、１９歳未満の方を扶養している方の住民税の負担が増えることがあります。

　２．寄付金控除の適用下限額の引き下げ
　　◎寄付金控除の適用下限額５千円から２千円に引き下げられました。

　町県民税を納付書で納付されている方へお知らせします。
　口座振替なら、お金を持たず安心、納め忘れの心配もなく確実です。また、納めに行く手間が省け、自動
的に引き落とされて簡単です。ぜひ、この機会にお申し込みください。

★普通徴収とは？

　　納付書または口座振替により、税金
　　を納めます。
★特別徴収とは？

　　年金または給与などから天引きによ
　　り、税金を納めます。

多度津町の財政執行状況（平成23年度下半期）
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【一般会計】
●歳　入

●歳　出

【公営企業会計】

【特別会計】

合　計

３１億８,５９２万円

１６億７,６１３万円

７億８,５４６万円

５億　２１５万円

７億２,９６５万円

５億９,３４４万円

３億４,９７６万円

７８億２,２５０万円

３４億６,６１３万円

１７億２,８５９万円

７億１,５６６万円

３億６,４１６万円

６,０８０万円

５億７,９０３万円

３億５,７２５万円

７２億７,１６１万円

１０８. ８

１０３. １

９１. １

７２. ５

８. ３

９７. ６

１０２. １

９３. ０

予算現額

（A）

収入済額

（B）

収入率

(B/A)%
款　別

上　水　道　事　業

２６億３,８００万円

２,５７６万円

１０億４,６１０万円

１７億５,６２９万円

３億１,９７０万円

２３億８,７９０万円

２,４２７万円

７億３,７８５万円

１７億１,９９４万円

３億１,８９０万円

９０. ５

９４. ２

７０. ５

９７. ９

９９. ７

２３億７,５２８万円

２,２７７万円

７億９,６６４万円

１６億１,４０８万円

３億   ６４２万円

９０. ０

８８. ４

７６. ２

９１. ９

９５. ８

予算現額

（A）

収入済額

（B）

収入率

(B/A)%

支出済額

（C）

支出率

(C/A)%
会計名

収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出 会計名

合　計

１億３,３３４万円

８億   ６６４万円

２６億      ９１万円

７億５,９９５万円

１億９,５３４万円

６,７４０万円

９億４,６２３万円

３億７,３３７万円

８億３,５０９万円

１０億５,５９４万円

　　　４,８３０万円

７８億２,２５０万円

１億３,２２４万円

７億６,５３９万円

２５億　３４９万円

７億１,９７４万円

１億５,９１９万円

６,２９２万円

７億６,４９３万円

３億１,７８４万円

７億   ３６７万円

９億７,４５９万円

　１,７８８万円

７１億２,１８８万円

９９. ２

９４. ９

９６. ３

９４. ７

８１. ５

９３. ４

８０. ８

８５. １

８４. ３

９２. ３

３７. ０

９１. ０

予算現額

（A）

支出済額

（B）

支出率

(B/A)%
款　別

町 税

地 方 交 付 税

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

町 債

その他（自主財源）

その他（依存財源）

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

そ の 他

国 民 健 康 保 険

国民健康保険直営診療所

公 共 下 水 道

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

６億１,０７４万円 ３億４,７２８万円１億１,６５４万円７億　７０６万円

ただし、控除の対象にならなくても、障害者控除は適用されます。また、町県民税の非課税
限度額の判断に必要になりますので、１６歳未満の年少扶養親族がいる場合は必ず申告して
ください。申告がない場合、今まで非課税だった方及び均等割額のみ負担いただいていた方
の住民税額が増えてしまう場合があります。
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親切・人権 SmallKindness・Human Rights親切・人権 後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度
■『
小
さ
な
親
切
』作
文
紹
介

●
『
元
気
を
あ
げ
る
』

　
　多
度
津
商
工
会
議
所
会
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　神
原

　正

　平
成
10
年
１
月
８
日
に
亡
く
な

っ
た
私
の
母
は
、
本
通
の
神
原
薬

局
の
店
頭
に
毎
日
顔
を
出
し
、
訪

れ
る
お
客
さ
ん
に
、
「
私
の
元
気

を
あ
げ
ま
す
」
と
両
手
で
相
手
の

手
を
握
っ
て
い
た
の
を
思
い
出
す
。

亡
く
な
っ
た
当
日
の
朝
、
母
は
私

の
家
族
と
一
緒
に
食
事
を
し
、「
今

日
は
短
歌
の
会
が
あ
る
か
ら
、
薬

局
へ
寄
ら
ず
直
接
、
会
に
行
く
。」

と
外
出
用
の
和
服
を
着
て
い
た
。

朝
食
後
、
仏
間
で
お
参
り
を
し
て

い
て
、
座
っ
た
ま
ま
、
額
を
疊
に

つ
け
て
、
息
を
引
き
と
っ
た
。
10

時
頃
だ
っ
た
ろ
う
か
。
家
内
が
、

　

お
参
り
が
長
い
な
と
思
っ
て
見
に

行
っ
た
時
に
は
息
が
な
か
っ
た
。

87
才
だ
っ
た
母
は
、「
来
年
、
町

長
が
座
布
団
を
持
っ
て
来
て
く
れ

る
。」
と
楽
し
み
に
し
て
い
た
が
、

88
才
の
峠
を
越
え
る
こ
と
が
出
来

な
か
っ
た
。

　私
の
家
か
ら
神
原
薬
局
ま
で
、

雨
の
日
も
風
の
日
も
、
15
分
〜
20

分
か
け
て
通
い
、
往
き
か
う
人
た

ち
に
も
「
元
気
あ
げ
ま
す
」
と
声

を
か
け
て
い
た
。
告
別
式
に
は
多

く
の
人
が
別
れ
を
惜
し
ん
で
く
れ

た
。
「
元
気
を
あ
げ
ま
す
、
と
言

っ
た
人
が
、
先
に
逝
っ
て
は
、
い

か
ん
が
な
ー
。
残
っ
た
者
は
ど
う

す
る
ん
な
ー
。」
と
言
っ
て
い
た
の

で
は
な
か
っ
た
か
。

　今
年
73
才
を
越
え
た
私
は
、

時
々
「
正
さ
ん
も
お
母
さ
ん
に
似

て
き
た
な
ー
。」
と
言
わ
れ
る
こ
と

が
あ
る
。
私
に
も
母
の
言
っ
て
い

た
こ
と
、
行
っ
て
い
た
こ
と
が
記

憶
に
残
っ
て
お
り
、
母
の
「
元
気

あ
げ
ま
す
」
の
言
葉
が
今
頃
に
な

っ
て
、「
後
を
継
げ
よ
」
と
言
っ
て

い
る
気
が
す
る
。

　私
は
今
年
の
年
賀
状
に
「
自
分

が
元
気
で
、
そ
の
上
に
周
り
の
人

を
元
気
づ
け
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
、
今
年
１
年
マ
イ
ペ
ー
ス
で
頑

張
り
ま
す
。」
と
書
い
た
。
幸
い
に

も
親
か
ら
も
ら
っ
た
身
体
が
、
ほ

と
ん
ど
病
気
も
せ
ず
、
入
院
も
せ

ず
、
元
気
で
過
ご
す
こ
と
が
出
来

て
い
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
調
剤
薬
局

経
営
と
、
公
的
仕
事
の
多
度
津
商

工
会
議
所
会
頭
職
と
を
両
立
さ
せ

な
が
ら
、
楽
し
ん
で
舵
取
り
を
す

る
こ
と
が
出
来
て
い
る
。
元
気
で

い
ら
れ
る
幸
せ
を
感
謝
し
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
も
周
り
の
人
に
「
元
気
」

を
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い

き
た
い
。

  

「
惜
し
み
な
く
元
気
と
長
寿
を
知

   

友
に
分
つ
、
母
の
生
涯
わ
れ
も

   

倣
わ
ん
」
正
。

■
善 

意 （
4
月
分
） 

敬
称
略

●
『
小
さ
な
親
切
』
運
動

　
　
　
　
　
　多
度
津
町
支
部

　
大
西
　
正
輝
（
家
　
中
）

　
脇
　
　
真
一
（
仲
ノ
町
）

　
大
西
美
代
子
（
東
白
方
）

　
薮
内
　
令
子
（
　
庄
　
）

　
神
原
ヤ
ス
エ
（
本
　
通
）

　
伊
藤
　
嘉
子
（
桜
　
川
）

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　

 

『
桃
陵
苑
』

　
西
山
　
　
清
（
桜
　
川
）

　
多
度
津
商
工
会
議
所
女
性
会
、

　
Ｊ
Ａ
香
川
県
多
度
津
女
性
部
、

　
ひ
ま
わ
り
の
会
、
多
度
津
町
生

　
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
、

　
す
い
せ
ん
の
会
、
㈳
多
度
津
町

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
多

　
度
津
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
同
好
会
、

　
多
度
津
町
婦
人
連
絡
協
議
会
、

　
夢
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
㈱

●
多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
嶋
田
　
澄
江
（
本
　
通
）

　
中
津
　
智
之
（
西
白
方
）

　
掘
金
　
通
子
・
長
尾
　
清

　
　
　
　
　
　
（
京
　
町
）

●
社
会
福
祉
施
設

　
　
　
　『
ふ
れ
あ
い
の
家
』

（
12
月
分
）

　
中
野
小
児
科
医
院

（
３
月
分
）

　
桜
井
早
智
子
（
北
　
鴨
）

　
佐
々
木
康
雄
（
三
　
井
）

　
佐
々
木
民
子
（
　
庄
　
）

　
田
中
　
節
子
（
善
通
寺
市
）

　
檜
木
　
　
博
（
丸
亀
市
）

　
門
　
　
美
子
（
日
の
出
町
）

　
郷
木
ト
シ
子
（
道
福
寺
）

　
石
川
　
雅
健
（
青
　
木
）

　
則
包
　
　
禎
（
本
　
通
）

　
西
川
　
正
和
（
山
　
階
）

　
吉
田
　
茂
昭
（
桜
　
川
）

　
斎
藤
　
千
歳
（
丸
亀
市
）

　
渡
辺
　
時
雄
（
奥
白
方
）

　
読
み
き
か
せ
Ｇ
ひ
ま
わ
り
、
グ

　
リ
ー
ン
ヒ
ル
満
濃
、
道
隆
寺
、

　
多
度
津
町
民
生
委
員
児
童
委
員

　
（
四
箇
Ｅ
）

■
平
成
24
年
度
『
環
境
標
語
』

   
小・中
学
校
選
出
作
品
紹
介

【
多
度
津
中
学
校
】

ゴ
ミ
問
題

他
人
事
だ
と
は
言
え
ま
せ
ん

　
　
　
　
　１
年

　鵜
川

　七
海

き
れ
い
な
空
気
を
作
る
た
め

森
林
破
壊
は
み
ん
な
で
ス
ト
ッ
プ

　
　
　
　
　１
年

　岡
本

　礼
奈

再
生
紙
で

　森
林
破
壊

と
め
よ
う
よ

　
　
　
　
　１
年

　佐
野

　
　優

守
ろ
う
よ

　古
里
の
川

　桜
川

   

　
　
　
　２
年

　平
岡

　
　拓

ポ
イ
捨
て
Ｎ
Ｏ

地
球
は
み
ん
な
の
も
の
だ
か
ら

   

　
　
　
　２
年

　杉
本

　果
鈴

分
別
し
よ
う

　あ
な
た
が
変
わ
れ
ば

み
ん
な
変
わ
る

   

　
　
　
　２
年

　深
尾

　優
衣

※
学
校
名
・
学
年
等
は
選
出
時
点

　の
も
の
で
す
。

後期高齢者医療制度について　

★年度途中に後期高齢者医療制度に加入される方の被保険者証について★
　年度途中に加入される方の資格取得日は次のとおりです。

　※６５歳から７４歳までの一定の障害がある方（障害認定を受けるには申請が必要です。）
　　年度途中に新たに７５歳になられた方の被保険者証は、誕生日の前月中旬に香川県後期高齢者医療広域連合から特
　　定記録郵便で送付されます。郵送された被保険者証は誕生日から使用してください。
　　年度途中に転入した方や生活保護の停止又は廃止となった方、６５歳から７４歳までの方のうち、申請により一定
　　の障害があると広域連合から認定を受けた方の被保険者証は、後日送付となる場合があります。

★年度途中に後期高齢者医療制度に加入（異動）される方の保険料について★
　年度途中に加入（異動）された方は、納付書または口座振替により納めていただくこと（普通徴収）となります。
　また、保険料額は資格取得日を含む月から月割りで算定します。
※特別徴収の条件を満たす方については、資格を取得してから一定の期間が経過した後に普通徴収から特別徴収に切り
　替わることになりますが、申出により口座振替で納付することも可能です。

　◎通知時期：資格取得日を含む月の翌々月の上旬（ただし、４月に加入（異動）された方は、７月の通知になります。）
　◎通 知 書：『保険料額決定通知書・保険料納入通知書』が多度津町税務課より送付されます。

◎交通事故にあったときには
　後期高齢者医療被保険者が交通事故など、第三者の不法行為によって受けた傷病の医療費は、本来、加害者が負担すべ
きものですが、被保険者の届出により後期高齢者医療で保険診療を受けることができます。ただし、加害者から治療費を
受け取ったり、示談を済ませたりすると、後期高齢者医療で立て替えた医療費を加害者に請求できない場合がありますの
で、事故に遭われた際には、必ず、お住まいの市町の後期高齢者医療担当窓口、又は、当広域連合までご連絡をお願いし
ます。
　なお、この届出（傷病届等関係書類の提出）は、法律で義務付けられていますので、ご理解をお願いします。
　傷病届受付後、香川県後期高齢者医療広域連合は、一時的に立て替えた医療費を加害者に請求します。
　届出には、交通事故証明書の写しの他、必要な書類はホームページ（http://wwwa.pikara.ne.jp/kouiki37-1/index.html）、
又は、市町の後期高齢者医療担当窓口にありますので、ご確認ください。
　※ 傷病届等提出先は、住所地である市町の後期高齢者医療担当窓口です。　

【問合せ】　多度津町住民課　　　☎３３－４４８０　　　　　　　香川県後期高齢者医療広域連合事務局
　　　　　　多度津町税務課　　　☎３３－１１１８　　　　　　　　　　　☎０８７－８１１－１８６６

１
２
３
４

新たに７５歳になる方
転入
生活保護の停止又は廃止
障害認定（※）

誕生日
転入により住所を定めた日
停止又は廃止となった日
後期高齢者医療広域連合の認定を受けた日

事　　　由 資格取得日
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介
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れ
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参
り
が
長
い
な
と
思
っ
て
見
に

行
っ
た
時
に
は
息
が
な
か
っ
た
。

87
才
だ
っ
た
母
は
、「
来
年
、
町

長
が
座
布
団
を
持
っ
て
来
て
く
れ

る
。」
と
楽
し
み
に
し
て
い
た
が
、

88
才
の
峠
を
越
え
る
こ
と
が
出
来

な
か
っ
た
。

　私
の
家
か
ら
神
原
薬
局
ま
で
、

雨
の
日
も
風
の
日
も
、
15
分
〜
20

分
か
け
て
通
い
、
往
き
か
う
人
た

ち
に
も
「
元
気
あ
げ
ま
す
」
と
声

を
か
け
て
い
た
。
告
別
式
に
は
多

く
の
人
が
別
れ
を
惜
し
ん
で
く
れ

た
。
「
元
気
を
あ
げ
ま
す
、
と
言

っ
た
人
が
、
先
に
逝
っ
て
は
、
い

か
ん
が
な
ー
。
残
っ
た
者
は
ど
う

す
る
ん
な
ー
。」
と
言
っ
て
い
た
の

で
は
な
か
っ
た
か
。

　今
年
73
才
を
越
え
た
私
は
、

時
々
「
正
さ
ん
も
お
母
さ
ん
に
似

て
き
た
な
ー
。」
と
言
わ
れ
る
こ
と

が
あ
る
。
私
に
も
母
の
言
っ
て
い

た
こ
と
、
行
っ
て
い
た
こ
と
が
記

憶
に
残
っ
て
お
り
、
母
の
「
元
気

あ
げ
ま
す
」
の
言
葉
が
今
頃
に
な

っ
て
、「
後
を
継
げ
よ
」
と
言
っ
て

い
る
気
が
す
る
。

　私
は
今
年
の
年
賀
状
に
「
自
分

が
元
気
で
、
そ
の
上
に
周
り
の
人

を
元
気
づ
け
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
、
今
年
１
年
マ
イ
ペ
ー
ス
で
頑

張
り
ま
す
。」
と
書
い
た
。
幸
い
に

も
親
か
ら
も
ら
っ
た
身
体
が
、
ほ

と
ん
ど
病
気
も
せ
ず
、
入
院
も
せ

ず
、
元
気
で
過
ご
す
こ
と
が
出
来

て
い
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
調
剤
薬
局

経
営
と
、
公
的
仕
事
の
多
度
津
商

工
会
議
所
会
頭
職
と
を
両
立
さ
せ

な
が
ら
、
楽
し
ん
で
舵
取
り
を
す

る
こ
と
が
出
来
て
い
る
。
元
気
で

い
ら
れ
る
幸
せ
を
感
謝
し
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
も
周
り
の
人
に
「
元
気
」

を
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い

き
た
い
。

  

「
惜
し
み
な
く
元
気
と
長
寿
を
知

   

友
に
分
つ
、
母
の
生
涯
わ
れ
も

   

倣
わ
ん
」
正
。

■
善 

意 （
4
月
分
） 

敬
称
略

●
『
小
さ
な
親
切
』
運
動

　
　
　
　
　
　多
度
津
町
支
部

　
大
西
　
正
輝
（
家
　
中
）

　
脇
　
　
真
一
（
仲
ノ
町
）

　
大
西
美
代
子
（
東
白
方
）

　
薮
内
　
令
子
（
　
庄
　
）

　
神
原
ヤ
ス
エ
（
本
　
通
）

　
伊
藤
　
嘉
子
（
桜
　
川
）

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　

 

『
桃
陵
苑
』

　
西
山
　
　
清
（
桜
　
川
）

　
多
度
津
商
工
会
議
所
女
性
会
、

　
Ｊ
Ａ
香
川
県
多
度
津
女
性
部
、

　
ひ
ま
わ
り
の
会
、
多
度
津
町
生

　
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
、

　
す
い
せ
ん
の
会
、
㈳
多
度
津
町

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
多

　
度
津
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
同
好
会
、

　
多
度
津
町
婦
人
連
絡
協
議
会
、

　
夢
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
㈱

●
多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
嶋
田
　
澄
江
（
本
　
通
）

　
中
津
　
智
之
（
西
白
方
）

　
掘
金
　
通
子
・
長
尾
　
清

　
　
　
　
　
　
（
京
　
町
）

●
社
会
福
祉
施
設

　
　
　
　『
ふ
れ
あ
い
の
家
』

（
12
月
分
）

　
中
野
小
児
科
医
院

（
３
月
分
）

　
桜
井
早
智
子
（
北
　
鴨
）

　
佐
々
木
康
雄
（
三
　
井
）

　
佐
々
木
民
子
（
　
庄
　
）

　
田
中
　
節
子
（
善
通
寺
市
）

　
檜
木
　
　
博
（
丸
亀
市
）

　
門
　
　
美
子
（
日
の
出
町
）

　
郷
木
ト
シ
子
（
道
福
寺
）

　
石
川
　
雅
健
（
青
　
木
）

　
則
包
　
　
禎
（
本
　
通
）

　
西
川
　
正
和
（
山
　
階
）

　
吉
田
　
茂
昭
（
桜
　
川
）

　
斎
藤
　
千
歳
（
丸
亀
市
）

　
渡
辺
　
時
雄
（
奥
白
方
）

　
読
み
き
か
せ
Ｇ
ひ
ま
わ
り
、
グ

　
リ
ー
ン
ヒ
ル
満
濃
、
道
隆
寺
、

　
多
度
津
町
民
生
委
員
児
童
委
員

　
（
四
箇
Ｅ
）

■
平
成
24
年
度
『
環
境
標
語
』

   

小・中
学
校
選
出
作
品
紹
介

【
多
度
津
中
学
校
】

ゴ
ミ
問
題

他
人
事
だ
と
は
言
え
ま
せ
ん

　
　
　
　
　１
年

　鵜
川

　七
海

き
れ
い
な
空
気
を
作
る
た
め

森
林
破
壊
は
み
ん
な
で
ス
ト
ッ
プ

　
　
　
　
　１
年

　岡
本

　礼
奈

再
生
紙
で

　森
林
破
壊

と
め
よ
う
よ

　
　
　
　
　１
年

　佐
野

　
　優

守
ろ
う
よ

　古
里
の
川

　桜
川

   

　
　
　
　２
年

　平
岡

　
　拓

ポ
イ
捨
て
Ｎ
Ｏ

地
球
は
み
ん
な
の
も
の
だ
か
ら

   

　
　
　
　２
年

　杉
本

　果
鈴

分
別
し
よ
う

　あ
な
た
が
変
わ
れ
ば

み
ん
な
変
わ
る

   

　
　
　
　２
年

　深
尾

　優
衣

※
学
校
名
・
学
年
等
は
選
出
時
点

　の
も
の
で
す
。

後期高齢者医療制度について　

★年度途中に後期高齢者医療制度に加入される方の被保険者証について★
　年度途中に加入される方の資格取得日は次のとおりです。

　※６５歳から７４歳までの一定の障害がある方（障害認定を受けるには申請が必要です。）
　　年度途中に新たに７５歳になられた方の被保険者証は、誕生日の前月中旬に香川県後期高齢者医療広域連合から特
　　定記録郵便で送付されます。郵送された被保険者証は誕生日から使用してください。
　　年度途中に転入した方や生活保護の停止又は廃止となった方、６５歳から７４歳までの方のうち、申請により一定
　　の障害があると広域連合から認定を受けた方の被保険者証は、後日送付となる場合があります。

★年度途中に後期高齢者医療制度に加入（異動）される方の保険料について★
　年度途中に加入（異動）された方は、納付書または口座振替により納めていただくこと（普通徴収）となります。
　また、保険料額は資格取得日を含む月から月割りで算定します。
※特別徴収の条件を満たす方については、資格を取得してから一定の期間が経過した後に普通徴収から特別徴収に切り
　替わることになりますが、申出により口座振替で納付することも可能です。

　◎通知時期：資格取得日を含む月の翌々月の上旬（ただし、４月に加入（異動）された方は、７月の通知になります。）
　◎通 知 書：『保険料額決定通知書・保険料納入通知書』が多度津町税務課より送付されます。

◎交通事故にあったときには
　後期高齢者医療被保険者が交通事故など、第三者の不法行為によって受けた傷病の医療費は、本来、加害者が負担すべ
きものですが、被保険者の届出により後期高齢者医療で保険診療を受けることができます。ただし、加害者から治療費を
受け取ったり、示談を済ませたりすると、後期高齢者医療で立て替えた医療費を加害者に請求できない場合がありますの
で、事故に遭われた際には、必ず、お住まいの市町の後期高齢者医療担当窓口、又は、当広域連合までご連絡をお願いし
ます。
　なお、この届出（傷病届等関係書類の提出）は、法律で義務付けられていますので、ご理解をお願いします。
　傷病届受付後、香川県後期高齢者医療広域連合は、一時的に立て替えた医療費を加害者に請求します。
　届出には、交通事故証明書の写しの他、必要な書類はホームページ（http://wwwa.pikara.ne.jp/kouiki37-1/index.html）、
又は、市町の後期高齢者医療担当窓口にありますので、ご確認ください。
　※ 傷病届等提出先は、住所地である市町の後期高齢者医療担当窓口です。　

【問合せ】　多度津町住民課　　　☎３３－４４８０　　　　　　　香川県後期高齢者医療広域連合事務局
　　　　　　多度津町税務課　　　☎３３－１１１８　　　　　　　　　　　☎０８７－８１１－１８６６

１
２
３
４

新たに７５歳になる方
転入
生活保護の停止又は廃止
障害認定（※）

誕生日
転入により住所を定めた日
停止又は廃止となった日
後期高齢者医療広域連合の認定を受けた日

事　　　由 資格取得日
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文
化
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養

文
化
教
養

文化教養・スポーツ文化教養・スポーツ
Culture・Sports

文化教養・スポーツ文化教養・スポーツ
Culture・Sports

■
桃
陵
大
学
６
月
行
事

【
運
営
委
員
会
】

①
日
時
＝
８
日
（金）
／
10
時

　行
事
＝
桃
陵
大
学
運
営
委
員
会

　場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー

　３
階

【
中
央
講
座
】

①
日
時
＝
22
日
（金）
／
10
時

　行
事
＝
オ
カ
リ
ナ
コ
ン
サ
ー
ト

　場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー

　４
階

【
多
度
津
地
区
】

①
日
時
＝
６
日
（水）
／
９
時
30
分

　行
事
＝
ク
リ
ー
ン
作
戦

　場
所
＝
中
央
公
民
館
外
庭

②
日
時
＝
14
日
（木）
／
９
時
30
分

　行
事
＝
交
通
教
室

　場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー

　４
階

【
白
方
地
区
】

①
日
時
＝
７
日
（木）
／
９
時
30
分

　行
事
＝
幼
稚
園
と
世
代
交
流

　
　
　
　（
さ
つ
ま
芋
苗
植
え
）

　場
所
＝
白
方
幼
稚
園

②
日
時
＝
14
日
（木）
／
９
時
30
分

　行
事
＝
幼
稚
園
と
世
代
交
流

　
　
　（
カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
）

　場
所
＝
白
方
幼
稚
園

■
老
人
ク
ラ
ブ
６
月
行
事

【
連
合
会
】

①
日
時
＝
15
日
（金）
／
13
時
30
分

　行
事
＝
多
度
津
町
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　連
合
会
理
事
会

　場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー

　２
階

②
日
時
＝
29
日
（金）
／
10
時

　行
事
＝
高
齢
者
交
通
安
全

　
　
　
　
　
　
　
　協
議
会
総
会

　場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー

　４
階

【
豊
原
地
区
】

①
日
時
＝
２
日
（土）

　行
事
＝
高
齢
者
料
理
教
室

　場
所
＝
豊
原
地
区
公
民
館

■
町
民
会
館
催
し
物
案
内

●
６
月
２
日
（土）

　多
度
津
商
工
会
議
所

　創
立
60
周
年
記
念
事
業

　第
３
回
商
工
フ
ェ
ア
２
０
１
２

　
　
　
　
　
　
　ｉ
ｎ

　た
ど
つ

　〜
多
度
津

　こ
ん
ぴ
ら
街
道
〜

　
　10
時
〜
15
時
（
雨
天
決
行
）

●
６
月
３
日
（日）

　ラ
ボ
国
際
交
流
つ
ど
い

　開
場
12
時
00
分
開
演
12
時
30
分

●
６
月
24
日
（日）

　第
17
回
尽
誠
学
園
高
等
学
校

　
　
　
　吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

　開
場
17
時
30
分
開
演
18
時
00
分

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
民
会
館

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
３
３
３
0

■
中
央
公
民
館
講
座
作
品
展

①
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
桃
陵

▽
場
所
＝
町
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　１
階
・
２
階

※
期
間
＝
６
月
１
日
（金）
〜
29
日
（金）

　
　
　
　
　
　８
時
30
分
〜
17
時

※
展
示
開
始
と
終
了
は
変
更
あ
り

■
老
人
健
康
施
設
６
月
行
事

１
日
（金）
る
ん
る
ん
軽
体
操

　
　
　
　
　
　
　
　／
10
時
30
分

５
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

　
　
　あ
ん
ま
／
13
時

６
日
（水）
愛
光
保
育
園
児
慰
問

　
　
　
　
　
　
　
　／
13
時
30
分

８
日
（金）
生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

11
日
（月）
詩
吟
講
座
／
10
時

12
日
（火）
み
ん
な
で
楽
し
く
歌
お
う

　
　
　
　
　
　
　
　／
11
時
30
分

　
　
　社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

　
　
　リ
ン
パ
整
体
／
13
時

13
日
（水）
手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

13
日
（水）
買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

15
日
（金）
あ
ん
ま
／
13
時

19
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

　
　
　買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

20
日
（水）
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

　
　
　
　
　
　
　
　／
10
時
30
分

21
日
（木）
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　／
12
時
30
分

22
日
（金）
生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

　
　
　お
話
し
会
／
13
時
15
分

25
日
（月）
詩
吟
講
座
／
10
時

　
　
　フ
ッ
ト
セ
ラ
ピ
ー
／
13
時
30
分

26
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

27
日
（水）
手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

　
　
　買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

28
日
（木）
リ
ン
パ
整
体
／
13
時

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　☎
32
‐
８
５
０
１

■『
ひ
だ
ま
り
』６
月
講
習

●
14
日
（木）
／
10
時
〜
11
時
30
分

　『
介
護
保
険
に
つ
い
て
』

　▽
講
師
＝
福
祉
保
健
課

【
問
合
せ
】

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
７
５
５

　た
ど
つ
シ
ル
バ
ー
『
ひ
だ
ま
り
』

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
７
６
０

■
た
ど
つ
歌
壇（
第
57
回
）

　
　
　  

横
山

　文
雄

　選

【
第
一
席
】

脇
役
も
よ
し
と
も
思
う
朝
焼
け
の

家
並
み
の
闇
の
艶
め
く
深
さ

　
　堀

　江

　
　
　三
宅

　法
子

〔
評
〕
具
体
的
な
事
は
わ
か
ら
な

　い
が
、
主
役
の
方
を
助
け
て
生

　き
様
と
覚
悟
を
決
め
ら
れ
た
心

　象
詠
で
あ
る
が
、
そ
の
思
い
を

　家
並
み
の
間
の
闇
が
朝
焼
け
を

　湛
え
る
豊
麗
さ
に
自
己
を
投
影

　さ
れ
た
佳
什
で
あ
る
。

【
第
二
席
】

震
災
よ
り
一
年
い
ま
だ
そ
の
ま
ま

の
瓦
礫
の
山
よ
行
く
先
も
な
く

　
　家

　中

　
　
　松
宮

　晶
子

〔
評
〕
い
わ
ゆ
る
深
い
時
事
詠
で
、

　心
打
た
さ
れ
た
佳
作
で
あ
る
。

　昨
年
の
震
災
の
傷
跡
で
あ
る
未

　処
理
の
瓦
礫
の
山
に
、
心
を
痛

　め
、
被
災
地
の
復
興
を
願
わ
れ
、

　被
災
者
の
立
ち
直
り
を
祈
ら
れ

　て
い
る
篤
い
思
い
が
背
景
に
あ
る
。

【
第
三
席
】

止
み
し
か
と
思
へ
ば
ま
た
も
吹
き
荒
る

る
樹
木
の
悲
鳴
を
き
く
如
き
夜
半

　
　ま
ん
の
う
町

　塩
田
よ
し
え

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

〔
評
〕
激
し
い
春
一
番
の
凄
ま
じ

　さ
を
詠
ん
だ
秀
作
で
あ
る
。
そ

　の
表
出
も
、
ユ
ニ
ー
ク
で
「
樹

　木
の
悲
鳴
」
を
聞
く
様
に
、
深

　夜
に
そ
の
断
続
の
荒
れ
様
を
捉

　え
た
と
こ
ろ
に
魅
力
が
あ
る
。

【
佳

　作
】

お
ぼ
つ
か
ぬ
幼
の
足
よ
通
り
ゃ
ん
せ

温
と
き
む
か
し
の
束
の
間
よ
ぎ
る

　
　丸
亀
市

　
　
　久
土
目

　薫

【
佳

　作
】

急
逝
の
父
の
墓
前
に
春
彼
岸
飲
む
な

と
止
め
し
酒
を
供
う
も

　
　家

　中

　
　
　松
本
多
摩
子

■
次
回
た
ど
つ
歌
壇

　
　
第
58
回
短
歌
作
品
募
集

▽
題
名
＝
題
は
自
由
と
す
る

▽
選
者
＝
香
川
県
歌
人
協
会

　
　副
理
事
長

　横
山
文
雄
さ
ん

▽
応
募
方
法
＝
ハ
ガ
キ
に
①
作
品

　（
未
発
表
作
品
三
首
ま
で
を
楷

　書
で
正
確
に
記
載
）
②
住
所
③

　氏
名
④
電
話
番
号
を
記
入
し
、

　し
、
中
央
公
民
館
ま
で
、
郵
送

　ま
た
は
持
参
し
て
下
さ
い
。

▽
応
募
期
限
＝
７
月
14
日
（土）
必
着

　※
町
外
の
方
も
歓
迎
し
ま
す
。

　
　多
数
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

　
　て
い
ま
す
。

【
申
込
み
（
月
曜
・
祝
日
を
除
く
）
】

　多
度
津
町
立
中
央
公
民
館

（
〒
７
６
４
‐
０
０
１
１

　多
度
津
町
栄
町
３
‐
１
‐
９
）

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
０
７
６
０

■
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

●
第
26
回
四
国
小
学
生
男
女

　
　
　
　ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　（
４
月
14
・
15
日
／
吉
野
川
北

　岸
運
動
広
場
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
）

　３

　位
＝

　
　
　豊
原
ウ
ッ
ド
ペ
ッ
カ
ー
ズ

四箇バレーボールスポーツ少年団が準優勝！
『第９回　全国スポーツ少年団バレーボール交流大会』

　『第９回全国スポーツ少年団バレーボール交流大会』が、３月２４日～２６日、鶴岡市小真木原総合体育館（山形県）
において開催され、長目総責任者・前田監督・山根コーチ率いる四箇バレーボールスポーツ少年団が、四国ブロック代表
として出場しました。
　試合は、全国の各ブロック代表９チームと開催地の１チームを加えた
合計１０チームで行われ、第１組と第２組（各５チーム）に振り分け、
各組でリーグ戦を行った後、成績上位２チームによる決勝戦が実施され
ました。
　四箇バレーボールスポーツ少年団は第１組になり、九州・東海・東北・
中国ブロックの各代表チームに勝利し、第２組で優勝した近畿ブロック
代表の山王バレーボールスポーツ少年団（近畿ブロック代表／京都府）
との決勝戦に臨みました。決勝戦では、〈四箇 ０－２ 山王〉と敗れは
しましたが、全国２位という輝かしい成績を収めました。

　４月４日、試合結果の報告に、町役場
を訪問されました。選手をはじめ、指導
者や保護者など多くの方々が一丸となっ
て、全力で取り組んでこられた結果に、
丸尾町長から「皆さんは多度津町の誇り
です。これからも頑張ってください。」
と祝福の言葉が贈られました。

試　合　結　果

予選（１組）

　四箇 ２－０ ざやす（九州ブロック代表）

　四箇 ２－１ 一　宮（東海ブロック代表）

　四箇 ２－０ 高　久（東北ブロック代表）

　四箇 ２－０ 岩美北（中国ブロック代表）

決　勝　戦

　四箇 ０－２ 山　王（近畿ブロック代表）

出場メンバー 
氏　名

山根　　海

堀金　省吾

藤田　理央

大北　優風

西山　泰雅

三井　豪久

坂東　克海

藤田　惟央

西岡　秀隆

岡部　裕翔

���

学年

６年

６年

６年

６年

６年

６年

４年

４年

４年

４年
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■
桃
陵
大
学
６
月
行
事

【
運
営
委
員
会
】

①
日
時
＝
８
日
（金）
／
10
時

　行
事
＝
桃
陵
大
学
運
営
委
員
会

　場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー

　３
階

【
中
央
講
座
】

①
日
時
＝
22
日
（金）
／
10
時

　行
事
＝
オ
カ
リ
ナ
コ
ン
サ
ー
ト

　場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー

　４
階

【
多
度
津
地
区
】

①
日
時
＝
６
日
（水）
／
９
時
30
分

　行
事
＝
ク
リ
ー
ン
作
戦

　場
所
＝
中
央
公
民
館
外
庭

②
日
時
＝
14
日
（木）
／
９
時
30
分

　行
事
＝
交
通
教
室

　場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー

　４
階

【
白
方
地
区
】

①
日
時
＝
７
日
（木）
／
９
時
30
分

　行
事
＝
幼
稚
園
と
世
代
交
流

　
　
　
　（
さ
つ
ま
芋
苗
植
え
）

　場
所
＝
白
方
幼
稚
園

②
日
時
＝
14
日
（木）
／
９
時
30
分

　行
事
＝
幼
稚
園
と
世
代
交
流

　
　
　（
カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
）

　場
所
＝
白
方
幼
稚
園

■
老
人
ク
ラ
ブ
６
月
行
事

【
連
合
会
】

①
日
時
＝
15
日
（金）
／
13
時
30
分

　行
事
＝
多
度
津
町
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　連
合
会
理
事
会

　場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー

　２
階

②
日
時
＝
29
日
（金）
／
10
時

　行
事
＝
高
齢
者
交
通
安
全

　
　
　
　
　
　
　
　協
議
会
総
会

　場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー

　４
階

【
豊
原
地
区
】

①
日
時
＝
２
日
（土）

　行
事
＝
高
齢
者
料
理
教
室

　場
所
＝
豊
原
地
区
公
民
館

■
町
民
会
館
催
し
物
案
内

●
６
月
２
日
（土）

　多
度
津
商
工
会
議
所

　創
立
60
周
年
記
念
事
業

　第
３
回
商
工
フ
ェ
ア
２
０
１
２

　
　
　
　
　
　
　ｉ
ｎ

　た
ど
つ

　〜
多
度
津

　こ
ん
ぴ
ら
街
道
〜

　
　10
時
〜
15
時
（
雨
天
決
行
）

●
６
月
３
日
（日）

　ラ
ボ
国
際
交
流
つ
ど
い

　開
場
12
時
00
分
開
演
12
時
30
分

●
６
月
24
日
（日）

　第
17
回
尽
誠
学
園
高
等
学
校

　
　
　
　吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

　開
場
17
時
30
分
開
演
18
時
00
分

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
民
会
館

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
３
３
３
0

■
中
央
公
民
館
講
座
作
品
展

①
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
桃
陵

▽
場
所
＝
町
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　１
階
・
２
階

※
期
間
＝
６
月
１
日
（金）
〜
29
日
（金）

　
　
　
　
　
　８
時
30
分
〜
17
時

※
展
示
開
始
と
終
了
は
変
更
あ
り

■
老
人
健
康
施
設
６
月
行
事

１
日
（金）
る
ん
る
ん
軽
体
操

　
　
　
　
　
　
　
　／
10
時
30
分

５
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

　
　
　あ
ん
ま
／
13
時

６
日
（水）
愛
光
保
育
園
児
慰
問

　
　
　
　
　
　
　
　／
13
時
30
分

８
日
（金）
生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

11
日
（月）
詩
吟
講
座
／
10
時

12
日
（火）
み
ん
な
で
楽
し
く
歌
お
う

　
　
　
　
　
　
　
　／
11
時
30
分

　
　
　社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

　
　
　リ
ン
パ
整
体
／
13
時

13
日
（水）
手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

13
日
（水）
買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

15
日
（金）
あ
ん
ま
／
13
時

19
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

　
　
　買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

20
日
（水）
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

　
　
　
　
　
　
　
　／
10
時
30
分

21
日
（木）
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　／
12
時
30
分

22
日
（金）
生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

　
　
　お
話
し
会
／
13
時
15
分

25
日
（月）
詩
吟
講
座
／
10
時

　
　
　フ
ッ
ト
セ
ラ
ピ
ー
／
13
時
30
分

26
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

27
日
（水）
手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

　
　
　買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

28
日
（木）
リ
ン
パ
整
体
／
13
時

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　☎
32
‐
８
５
０
１

■『
ひ
だ
ま
り
』６
月
講
習

●
14
日
（木）
／
10
時
〜
11
時
30
分

　『
介
護
保
険
に
つ
い
て
』

　▽
講
師
＝
福
祉
保
健
課

【
問
合
せ
】

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
７
５
５

　た
ど
つ
シ
ル
バ
ー
『
ひ
だ
ま
り
』

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
７
６
０

■
た
ど
つ
歌
壇（
第
57
回
）

　
　
　  

横
山

　文
雄

　選

【
第
一
席
】

脇
役
も
よ
し
と
も
思
う
朝
焼
け
の

家
並
み
の
闇
の
艶
め
く
深
さ

　
　堀

　江

　
　
　三
宅

　法
子

〔
評
〕
具
体
的
な
事
は
わ
か
ら
な

　い
が
、
主
役
の
方
を
助
け
て
生

　き
様
と
覚
悟
を
決
め
ら
れ
た
心

　象
詠
で
あ
る
が
、
そ
の
思
い
を

　家
並
み
の
間
の
闇
が
朝
焼
け
を

　湛
え
る
豊
麗
さ
に
自
己
を
投
影

　さ
れ
た
佳
什
で
あ
る
。

【
第
二
席
】

震
災
よ
り
一
年
い
ま
だ
そ
の
ま
ま

の
瓦
礫
の
山
よ
行
く
先
も
な
く

　
　家

　中

　
　
　松
宮

　晶
子

〔
評
〕
い
わ
ゆ
る
深
い
時
事
詠
で
、

　心
打
た
さ
れ
た
佳
作
で
あ
る
。

　昨
年
の
震
災
の
傷
跡
で
あ
る
未

　処
理
の
瓦
礫
の
山
に
、
心
を
痛

　め
、
被
災
地
の
復
興
を
願
わ
れ
、

　被
災
者
の
立
ち
直
り
を
祈
ら
れ

　て
い
る
篤
い
思
い
が
背
景
に
あ
る
。

【
第
三
席
】

止
み
し
か
と
思
へ
ば
ま
た
も
吹
き
荒
る

る
樹
木
の
悲
鳴
を
き
く
如
き
夜
半

　
　ま
ん
の
う
町

　塩
田
よ
し
え

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

〔
評
〕
激
し
い
春
一
番
の
凄
ま
じ

　さ
を
詠
ん
だ
秀
作
で
あ
る
。
そ

　の
表
出
も
、
ユ
ニ
ー
ク
で
「
樹

　木
の
悲
鳴
」
を
聞
く
様
に
、
深

　夜
に
そ
の
断
続
の
荒
れ
様
を
捉

　え
た
と
こ
ろ
に
魅
力
が
あ
る
。

【
佳

　作
】

お
ぼ
つ
か
ぬ
幼
の
足
よ
通
り
ゃ
ん
せ

温
と
き
む
か
し
の
束
の
間
よ
ぎ
る

　
　丸
亀
市

　
　
　久
土
目

　薫

【
佳

　作
】

急
逝
の
父
の
墓
前
に
春
彼
岸
飲
む
な

と
止
め
し
酒
を
供
う
も

　
　家

　中

　
　
　松
本
多
摩
子

■
次
回
た
ど
つ
歌
壇

　
　
第
58
回
短
歌
作
品
募
集

▽
題
名
＝
題
は
自
由
と
す
る

▽
選
者
＝
香
川
県
歌
人
協
会

　
　副
理
事
長

　横
山
文
雄
さ
ん

▽
応
募
方
法
＝
ハ
ガ
キ
に
①
作
品

　（
未
発
表
作
品
三
首
ま
で
を
楷

　書
で
正
確
に
記
載
）
②
住
所
③

　氏
名
④
電
話
番
号
を
記
入
し
、

　し
、
中
央
公
民
館
ま
で
、
郵
送

　ま
た
は
持
参
し
て
下
さ
い
。

▽
応
募
期
限
＝
７
月
14
日
（土）
必
着

　※
町
外
の
方
も
歓
迎
し
ま
す
。

　
　多
数
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

　
　て
い
ま
す
。

【
申
込
み
（
月
曜
・
祝
日
を
除
く
）
】

　多
度
津
町
立
中
央
公
民
館

（
〒
７
６
４
‐
０
０
１
１

　多
度
津
町
栄
町
３
‐
１
‐
９
）

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
０
７
６
０

■
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

●
第
26
回
四
国
小
学
生
男
女

　
　
　
　ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　（
４
月
14
・
15
日
／
吉
野
川
北

　岸
運
動
広
場
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
）

　３

　位
＝

　
　
　豊
原
ウ
ッ
ド
ペ
ッ
カ
ー
ズ

四箇バレーボールスポーツ少年団が準優勝！
『第９回　全国スポーツ少年団バレーボール交流大会』

　『第９回全国スポーツ少年団バレーボール交流大会』が、３月２４日～２６日、鶴岡市小真木原総合体育館（山形県）
において開催され、長目総責任者・前田監督・山根コーチ率いる四箇バレーボールスポーツ少年団が、四国ブロック代表
として出場しました。
　試合は、全国の各ブロック代表９チームと開催地の１チームを加えた
合計１０チームで行われ、第１組と第２組（各５チーム）に振り分け、
各組でリーグ戦を行った後、成績上位２チームによる決勝戦が実施され
ました。
　四箇バレーボールスポーツ少年団は第１組になり、九州・東海・東北・
中国ブロックの各代表チームに勝利し、第２組で優勝した近畿ブロック
代表の山王バレーボールスポーツ少年団（近畿ブロック代表／京都府）
との決勝戦に臨みました。決勝戦では、〈四箇 ０－２ 山王〉と敗れは
しましたが、全国２位という輝かしい成績を収めました。

　４月４日、試合結果の報告に、町役場
を訪問されました。選手をはじめ、指導
者や保護者など多くの方々が一丸となっ
て、全力で取り組んでこられた結果に、
丸尾町長から「皆さんは多度津町の誇り
です。これからも頑張ってください。」
と祝福の言葉が贈られました。

試　合　結　果

予選（１組）

　四箇 ２－０ ざやす（九州ブロック代表）

　四箇 ２－１ 一　宮（東海ブロック代表）

　四箇 ２－０ 高　久（東北ブロック代表）

　四箇 ２－０ 岩美北（中国ブロック代表）

決　勝　戦

　四箇 ０－２ 山　王（近畿ブロック代表）

出場メンバー 
氏　名

山根　　海

堀金　省吾

藤田　理央

大北　優風

西山　泰雅

三井　豪久

坂東　克海

藤田　惟央

西岡　秀隆

岡部　裕翔

���

学年

６年

６年

６年

６年

６年

６年

４年

４年

４年

４年



文化教養・スポーツ文化教養・スポーツ
Culture・Sports

文化教養・スポーツ文化教養・スポーツ
Culture・Sports

9 8

●
第
22
回
多
度
津
町
体
操
競
技
大
会

　

  

（
３
月
18
日
／
町
民
体
育
館
）

▽
男
子
１
部

【
個
人
総
合
】

　１

　位
＝
行
天

　汰
一

　２

　位
＝
香
川

　幹
太

【
ゆ
か
】

　１

　位
＝
行
天

　汰
一

　２

　位
＝
香
川

　幹
太

【
跳
箱
】

　１

　位
＝
行
天

　汰
一

　２

　位
＝
中
田

　基
晴

▽
男
子
２
部

【
個
人
総
合
】

　１

　位
＝
辻

　
　修
斗

　２

　位
＝
金
子

　真
怜

【
ゆ
か
】

　１

　位
＝
辻

　
　修
斗

　２

　位
＝
田
所

　航
大

【
跳
箱
】

　１

　位
＝
辻

　
　修
斗

　２

　位
＝
金
子

　真
怜

【
鉄
棒
】

　１

　位
＝
辻

　
　修
斗

【
円
馬
】

　１

　位
＝
辻

　
　修
斗

▽
男
子
３
部

【
個
人
総
合
】

　１

　位
＝
大
西

　将
五

　２

　位
＝
長
谷
川
絢
人

【
ゆ
か
】

　１

　位
＝
川
上

　祐
毅

　２

　位
＝
大
西

　将
五

【
跳
馬
】

　１

　位
＝
大
西

　将
五

　２

　位
＝
長
谷
川
絢
人

【
鉄
棒
】

　１

　位
＝
長
谷
川
絢
人
／

　
　
　
　
　大
西

　将
五

【
円
馬
】

　１

　位
＝
大
西

　将
五
／

　
　
　
　
　長
山

　和
史

▽
男
子
上
級

【
個
人
総
合
】

　１

　位
＝
尾
松

　拓
哉

　２

　位
＝
長
谷
川
和
紀

【
ゆ
か
】

　１

　位
＝
尾
松

　拓
哉

　２

　位
＝
長
谷
川
和
紀

【
跳
馬
】

　１

　位
＝
尾
松

　拓
哉

　２

　位
＝
長
谷
川
和
紀

【
鉄
棒
】

　１

　位
＝
尾
松

　拓
哉

　２

　位
＝
長
谷
川
和
紀

【
円
馬
】

　１

　位
＝
尾
松

　拓
哉

　２

　位
＝
中
川

　聖
志

▽
女
子
１
部

【
個
人
総
合
】

　１

　位
＝
藤
田
ゆ
め
か

　２

　位
＝
亀
代

　華
暖

【
床
】

　１

　位
＝
藤
田
ゆ
め
か

　２

　位
＝
亀
代

　華
暖

【
跳
箱
】

　１

　位
＝
亀
代

　華
暖

　２

　位
＝
山
本

　乃
愛

【
平
均
台
】

　１

　位
＝
山
本

　乃
愛

　２

　位
＝
藤
田
ゆ
め
か

▽
女
子
２
部

【
個
人
総
合
】

　１

　位
＝
亀
代

　愛
華

　２

　位
＝
川
上

　真
璃

【
床
】

　１

　位
＝
亀
代

　愛
華

　２

　位
＝
川
上

　真
璃

【
跳
箱
】

　１

　位
＝
亀
代

　愛
華

　２

　位
＝
森

　こ
の
か

【
平
均
台
】

　１

　位
＝
亀
代

　愛
華

　２

　位
＝
川
上

　真
璃

【
段
違
平
行
棒
】

　１

　位
＝
亀
代

　愛
華

　２

　位
＝
横
井

　詩
乃

▽
女
子
３
部

【
個
人
総
合
】

　１

　位
＝
神
原

　美
羽

　２

　位
＝
金
子

　奈
央

【
床
】

　１

　位
＝
神
原

　美
羽

　２

　位
＝
喜
田

　百
香

【
跳
馬
】

　１

　位
＝
神
原

　美
羽

　２

　位
＝
金
子

　奈
央

【
平
均
台
】

　１

　位
＝
神
原

　美
羽

　２

　位
＝
金
子

　奈
央

【
段
違
平
行
棒
】

　１

　位
＝
神
原

　美
羽

　２

　位
＝
金
子

　奈
央

▽
女
子
上
級
の
部

【
個
人
総
合
】

　１

　位
＝
佐
藤

　友
香

　２

　位
＝
池
田
い
ぶ
き

【
床
】

　１

　位
＝
佐
藤

　友
香

　２

　位
＝
池
田
い
ぶ
き

【
跳
馬
】

　１

　位
＝
池
田
い
ぶ
き

　２

　位
＝
佐
藤

　友
香

【
平
均
台
】

　１

　位
＝
佐
藤

　友
香

　２

　位
＝
池
田
い
ぶ
き

【
段
違
平
行
棒
】

　１

　位
＝
佐
藤

　友
香

　２

　位
＝
池
田
い
ぶ
き

●
町
内
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　（
４
月
15
日
／
町
民
体
育
館
）

【
レ
デ
ィ
ー
ス
Ａ
】

　優

　勝
＝
ス
タ
イ
ル

【
レ
デ
ィ
ー
ス
Ｂ
】

　優

　勝
＝
コ
コ
ア

●多高生が全国高校選抜大会で優勝！
　『第２７回全国高校ウエイトリフティング選抜大会』において、見事に優勝
されました多度津高校の多田佳弘さんと矢野朱莉さんが、その報告に町役場を
訪問されました。
　大会新記録で男子１０５キロ級を優勝された多田さんは「優勝できたのは良
かったのですが、自分
自身で設定していた記
録には及ばず悔しい結
果になりました」
　また、女子４８キロ
級で優勝された矢野さ
んは「この大会での優
勝の喜びを忘れず、こ
れからも日々の練習を
行っていきます」と語
られました。

●
多
度
津
町
中
学
生
男
子

　
　
　
　
　バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　（
５
月
３
日
／
町
民
体
育
館
）

　優

　勝
＝
善
通
寺
東
中
学
校

●
多
度
津
町
中
学
生
女
子

　
　
　
　
　バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　（
５
月
４
日
／
町
民
体
育
館
）

　優

　勝
＝
綾
歌
中
学
校

●
第
78
回
春
季
Ｇ
．
Ｇ
大
会

　（
４
月
21
日
／
堀
江
運
動
公
園
）

　優

　勝
＝
小
野

　重
則

　準
優
勝
＝
香
川

　恒
子

●
第
27
回
仲
善
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
　
　
　
　
　
　多
度
津
大
会

　
　（
４
月
28
日
／
町
民
野
球
場
）

　優

　勝
＝
佐
藤

　米
子

　準
優
勝
＝
山
地

　史
朗

●
会
長
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　（
５
月
13
日
／
町
民
野
球
場
）

　優

　勝
＝
ジ
ャ
ン
キ
ー
ズ

　準
優
勝
＝
国
士
無
双

●
町
内
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　（
５
月
13
日
／
町
民
体
育
館
）

【
ブ
ロ
ン
ズ
の
部
】

　優

　勝
＝
フ
レ
イ
ズ

■
６
月
の
ス
ポ
ー
ツ
予
定

●
野
球
前
期
ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ

　▽
日
時
＝
１
日
、
２
日
、
５
日
、

　７
日
〜
９
日
、
12
日
、
13
日
、

　15
日
、
16
日
、
19
日
、
21
日

　〜
22
日
、
26
日
、
27
日
、
29
日

　／
18
時

　▽
場
所
＝
町
民
野
球
場

●
第
26
回
多
度
津
町
長
杯

　
　
　
　
　
　
　サ
ッ
カ
ー
大
会

　▽
日
時
＝
３
日
（日）
／
９
時

　▽
場
所
＝
多
度
津
山

　
　
　
　
　
　
　
　サ
ッ
カ
ー
場

●
連
盟
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　▽
日
時
＝
10
日
（日）
／
９
時

　▽
場
所
＝
町
民
野
球
場

●
オ
ー
プ
ン
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

　ボ
ー
ル
大
会
（
レ
デ
ィ
ー
ス
Ａ
）

　▽
日
時
＝
10
日
（日）
／
７
時
30
分

　

　▽
場
所
＝
町
民
体
育
館
・

　
　
　
　
　第
二
体
育
館

●
国
体
開
催
記
念
多
度
津
町
主
催

　卓
球
競
技
大
会
・
多
度
津
オ
ー

　プ
ン
リ
ー
グ
前
期
大
会

　▽
日
時
＝
17
日
（日）
／
８
時

　▽
場
所
＝
町
民
体
育
館
・

　
　
　
　
　第
二
体
育
館

●
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　▽
日
時
＝
24
日
（日）
／
７
時

　▽
場
所
＝
町
民
野
球
場

●
町
長
杯
町
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　夏
季
大
会

　▽
日
時
＝
７
月
１
日
（日）

　▽
場
所
＝
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
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●
第
22
回
多
度
津
町
体
操
競
技
大
会

　

  

（
３
月
18
日
／
町
民
体
育
館
）

▽
男
子
１
部

【
個
人
総
合
】

　１

　位
＝
行
天

　汰
一

　２

　位
＝
香
川

　幹
太

【
ゆ
か
】

　１

　位
＝
行
天

　汰
一

　２

　位
＝
香
川

　幹
太

【
跳
箱
】

　１

　位
＝
行
天

　汰
一

　２

　位
＝
中
田

　基
晴

▽
男
子
２
部

【
個
人
総
合
】

　１

　位
＝
辻

　
　修
斗

　２

　位
＝
金
子

　真
怜

【
ゆ
か
】

　１

　位
＝
辻

　
　修
斗

　２

　位
＝
田
所

　航
大

【
跳
箱
】

　１

　位
＝
辻

　
　修
斗

　２

　位
＝
金
子

　真
怜

【
鉄
棒
】

　１

　位
＝
辻

　
　修
斗

【
円
馬
】

　１

　位
＝
辻

　
　修
斗

▽
男
子
３
部

【
個
人
総
合
】

　１

　位
＝
大
西

　将
五

　２

　位
＝
長
谷
川
絢
人

【
ゆ
か
】

　１

　位
＝
川
上

　祐
毅

　２

　位
＝
大
西

　将
五

【
跳
馬
】

　１

　位
＝
大
西

　将
五

　２

　位
＝
長
谷
川
絢
人

【
鉄
棒
】

　１

　位
＝
長
谷
川
絢
人
／

　
　
　
　
　大
西

　将
五

【
円
馬
】

　１

　位
＝
大
西

　将
五
／

　
　
　
　
　長
山

　和
史

▽
男
子
上
級

【
個
人
総
合
】

　１

　位
＝
尾
松

　拓
哉

　２

　位
＝
長
谷
川
和
紀

【
ゆ
か
】

　１

　位
＝
尾
松

　拓
哉

　２

　位
＝
長
谷
川
和
紀

【
跳
馬
】

　１

　位
＝
尾
松

　拓
哉

　２

　位
＝
長
谷
川
和
紀

【
鉄
棒
】

　１

　位
＝
尾
松

　拓
哉

　２

　位
＝
長
谷
川
和
紀

【
円
馬
】

　１

　位
＝
尾
松

　拓
哉

　２

　位
＝
中
川

　聖
志

▽
女
子
１
部

【
個
人
総
合
】

　１

　位
＝
藤
田
ゆ
め
か

　２

　位
＝
亀
代

　華
暖

【
床
】

　１

　位
＝
藤
田
ゆ
め
か

　２

　位
＝
亀
代

　華
暖

【
跳
箱
】

　１

　位
＝
亀
代

　華
暖

　２

　位
＝
山
本

　乃
愛

【
平
均
台
】

　１

　位
＝
山
本

　乃
愛

　２

　位
＝
藤
田
ゆ
め
か

▽
女
子
２
部

【
個
人
総
合
】

　１

　位
＝
亀
代

　愛
華

　２

　位
＝
川
上

　真
璃

【
床
】

　１

　位
＝
亀
代

　愛
華

　２

　位
＝
川
上

　真
璃

【
跳
箱
】

　１

　位
＝
亀
代

　愛
華

　２

　位
＝
森

　こ
の
か

【
平
均
台
】

　１

　位
＝
亀
代

　愛
華

　２

　位
＝
川
上

　真
璃

【
段
違
平
行
棒
】

　１

　位
＝
亀
代

　愛
華

　２

　位
＝
横
井

　詩
乃

▽
女
子
３
部

【
個
人
総
合
】

　１

　位
＝
神
原

　美
羽

　２

　位
＝
金
子

　奈
央

【
床
】

　１

　位
＝
神
原

　美
羽

　２

　位
＝
喜
田

　百
香

【
跳
馬
】

　１

　位
＝
神
原

　美
羽

　２

　位
＝
金
子

　奈
央

【
平
均
台
】

　１

　位
＝
神
原

　美
羽

　２

　位
＝
金
子

　奈
央

【
段
違
平
行
棒
】

　１

　位
＝
神
原

　美
羽

　２

　位
＝
金
子

　奈
央

▽
女
子
上
級
の
部

【
個
人
総
合
】

　１

　位
＝
佐
藤

　友
香

　２

　位
＝
池
田
い
ぶ
き

【
床
】

　１

　位
＝
佐
藤

　友
香

　２

　位
＝
池
田
い
ぶ
き

【
跳
馬
】

　１

　位
＝
池
田
い
ぶ
き

　２

　位
＝
佐
藤

　友
香

【
平
均
台
】

　１

　位
＝
佐
藤

　友
香

　２

　位
＝
池
田
い
ぶ
き

【
段
違
平
行
棒
】

　１

　位
＝
佐
藤

　友
香

　２

　位
＝
池
田
い
ぶ
き

●
町
内
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　（
４
月
15
日
／
町
民
体
育
館
）

【
レ
デ
ィ
ー
ス
Ａ
】

　優

　勝
＝
ス
タ
イ
ル

【
レ
デ
ィ
ー
ス
Ｂ
】

　優

　勝
＝
コ
コ
ア

●多高生が全国高校選抜大会で優勝！
　『第２７回全国高校ウエイトリフティング選抜大会』において、見事に優勝
されました多度津高校の多田佳弘さんと矢野朱莉さんが、その報告に町役場を
訪問されました。
　大会新記録で男子１０５キロ級を優勝された多田さんは「優勝できたのは良
かったのですが、自分
自身で設定していた記
録には及ばず悔しい結
果になりました」
　また、女子４８キロ
級で優勝された矢野さ
んは「この大会での優
勝の喜びを忘れず、こ
れからも日々の練習を
行っていきます」と語
られました。

●
多
度
津
町
中
学
生
男
子

　
　
　
　
　バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　（
５
月
３
日
／
町
民
体
育
館
）

　優

　勝
＝
善
通
寺
東
中
学
校

●
多
度
津
町
中
学
生
女
子

　
　
　
　
　バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　（
５
月
４
日
／
町
民
体
育
館
）

　優

　勝
＝
綾
歌
中
学
校

●
第
78
回
春
季
Ｇ
．
Ｇ
大
会

　（
４
月
21
日
／
堀
江
運
動
公
園
）

　優

　勝
＝
小
野

　重
則

　準
優
勝
＝
香
川

　恒
子

●
第
27
回
仲
善
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
　
　
　
　
　
　多
度
津
大
会

　
　（
４
月
28
日
／
町
民
野
球
場
）

　優

　勝
＝
佐
藤

　米
子

　準
優
勝
＝
山
地

　史
朗

●
会
長
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　（
５
月
13
日
／
町
民
野
球
場
）

　優

　勝
＝
ジ
ャ
ン
キ
ー
ズ

　準
優
勝
＝
国
士
無
双

●
町
内
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　（
５
月
13
日
／
町
民
体
育
館
）

【
ブ
ロ
ン
ズ
の
部
】

　優

　勝
＝
フ
レ
イ
ズ

■
６
月
の
ス
ポ
ー
ツ
予
定

●
野
球
前
期
ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ

　▽
日
時
＝
１
日
、
２
日
、
５
日
、

　７
日
〜
９
日
、
12
日
、
13
日
、

　15
日
、
16
日
、
19
日
、
21
日

　〜
22
日
、
26
日
、
27
日
、
29
日

　／
18
時

　▽
場
所
＝
町
民
野
球
場

●
第
26
回
多
度
津
町
長
杯

　
　
　
　
　
　
　サ
ッ
カ
ー
大
会

　▽
日
時
＝
３
日
（日）
／
９
時

　▽
場
所
＝
多
度
津
山

　
　
　
　
　
　
　
　サ
ッ
カ
ー
場

●
連
盟
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　▽
日
時
＝
10
日
（日）
／
９
時

　▽
場
所
＝
町
民
野
球
場

●
オ
ー
プ
ン
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

　ボ
ー
ル
大
会
（
レ
デ
ィ
ー
ス
Ａ
）

　▽
日
時
＝
10
日
（日）
／
７
時
30
分

　

　▽
場
所
＝
町
民
体
育
館
・

　
　
　
　
　第
二
体
育
館

●
国
体
開
催
記
念
多
度
津
町
主
催

　卓
球
競
技
大
会
・
多
度
津
オ
ー

　プ
ン
リ
ー
グ
前
期
大
会

　▽
日
時
＝
17
日
（日）
／
８
時

　▽
場
所
＝
町
民
体
育
館
・

　
　
　
　
　第
二
体
育
館

●
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　▽
日
時
＝
24
日
（日）
／
７
時

　▽
場
所
＝
町
民
野
球
場

●
町
長
杯
町
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　夏
季
大
会

　▽
日
時
＝
７
月
１
日
（日）

　▽
場
所
＝
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
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Topics Topicsまちかどズームまちかどズーム まちかどズームまちかどズーム

　４月２７日に、絵画教室をしました。絵画講
師の齊藤先生と一緒に５歳児・ふじくみが魚と
自分の顔を描きました。
　大きな画用紙を前にして、ドキドキしていた
子どもたちも、描いていくうちに笑顔になり、
完成した絵を見てどの子も「やった！！」と満
足そうな顔をしていました。

　多度津芸能音楽協会（小田謙次会長）主催の『第４７
回多度津芸能音楽祭』が、４月２２日に町民会館にて開
催されました。
　出演者の皆さんは、日頃より鍛錬されている日舞や箏
曲、津軽太棹三味線やコーラスなどを披露し、観客の皆
さんを魅了しました。
　また、太極拳の動きやＨＩＰ　ＨＯＰダンスの激しい
振り付けに、会場からは大きな拍手と歓声が沸き起こっ
ていました。

● 淡水魚放流事業
　４月２５日、今回で３３回目となる淡水魚の放流事業が、多度津地区
淡水魚養殖組合（大森敏和組合長）のご協力により、桜川河川公園の堤
防で行われました。
　多度津幼稚園（大矢根裕子園長）の園児が参加し、フナ金やウナギな
どの稚魚を桜川に放流しました。園児の皆さんは、放流した稚魚が元気
に泳いでいく様子を見て、「きれいな川で大きく育ってほしい」と笑顔
で見送っていました。
　最後はお世話になった方々に、みんなでお礼を言いました。

● 桃陵大学・塩飽大学
　『開講式』
　平成２４年度の桃陵大学・塩飽大学の
開講式が、福祉センターで行われました。
　今年度は、桃陵大学生１，４４７名、
塩飽大学生９３名が入学。
　田尾勝学長から入学を許可された講座
生の皆さんは、この一年間、多くの方々
と交流を図り、教養・文化を深め、元気
で楽しく様々な学習に取り組まれます。

● 多度津芸能音楽祭

● 三井保育所『絵画教室』

た
ど
つ
さ
く
ら
ま
つ
り

た
ど
つ
全
国
凧
あ
げ
大
会

　
４
月
８
日
（日）
、
桃
陵
公
園
・
多
度
津

山
サ
ッ
カ
ー
場
を
会
場
に
『
た
ど
つ
さ

く
ら
ま
つ
り
』
『
第
19
回
た
ど
つ
全
国

凧
あ
げ
大
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
満
開
と
な
っ
た
桜
の
優
し
い
色
に
包

ま
れ
た
会
場
で
は
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

が
催
さ
れ
、
家
族
連
れ
や
友
だ
ち
同
士

な
ど
大
勢
の
お
客
さ
ん
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
廣
田
賢
二
多
度
津
町
観
光
協
会
会
長

の
開
会
挨
拶
で
始
ま
っ
た
凧
あ
げ
大
会

で
は
、
各
団
体
の
方
々
に
よ
る
模
擬
店

や
、
自
作
凧
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
が
催
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
全
長
約
25
メ
ー
ト

ル
の
巨
大
凧
が
登
場
す
る
と
、
皆
さ
ん

大
空
を
見
上
げ
な
が
ら
、
そ
の
雄
大
さ

に
感
嘆
の
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
コ
ン
コ
ー
ス
広
場
・
ふ
れ
あ
い
広
場

を
中
心
と
し
た
さ
く
ら
ま
つ
り
会
場
で

は
、
芸
能
発
表
会
や
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
、

大
声
大
会
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
な
ど

の
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
、
多
彩
な
体
験
・

乗
車
コ
ー
ナ
ー
も
用
意
さ
れ
て
お
り
、

訪
れ
た
大
勢
の
お
客
さ
ん
は
、
穏
や
か

な
春
の
休
日
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。
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・
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さ
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。
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Information・Invitation お知らせ・募集お知らせ・募集お知らせ・募集お知らせ・募集 Information・Invitation

《
人

　
　事
》

　４
月
１
日
付
で
次
の
方
が
多
度

津
町
副
町
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

▽
亀
井

　孝
行

　氏
（
葛
原
）

〔
経
歴
〕
昭
和
58
年
４
月
香
川
県

庁
入
庁
、
総
務
部
職
員
課
係
長
、

総
務
部
人
事
・
行
革
課
長
補
佐
、

香
川
県
中
讃
保
健
福
祉
事
務
所
次

長
な
ど
を
経
て
、
総
務
部
県
民
活

動
・
男
女
共
同
参
画
課
県
民
室
長

《
お
知
ら
せ
》

■『
香
川
県
む
ら
の
技
能
伝
承
士
』

　
　
　
　
　
に
登
録
さ
れ
ま
し
た

　４
月
25
日
、
香
川
県
庁
で
『
香

川
県
む
ら
の
技
能
伝
承
士
』
の
証

交
付
式
が
あ
り
、
本
町
か
ら
２
名

の
方
が
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

▽
神
原

　英
子

　氏

　
　（
平
成
24
年
登
録
／
技
能
区

　
　
　分
＝
食
生
活
）

▽
松
岡

　和
子

　氏

　
　（
平
成
24
年
登
録
／
技
能
区

　
　
　分
＝
栽
培
管
理
・
衣
生
活
）

■
『
津
波
発
生
時
に
お
け
る
一
時

　 
避
難
所
と
し
て
の
使
用
に
関
す

　 

る
協
定
書
」
を
締
結
し
ま
し
た

　広
報
５
月
号
に
て
お
知
ら
せ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
『
災
害
時

に
お
け
る
一
時
避
難
所
と
し
て
の

使
用
に
関
す
る
協
定
書
』
を
学
校

法
人
禅
林
学
園
と
締
結
い
た
し
ま

し
た
が
、
学
園
所
有
の
学
生
会
館

（
西
浜
）
を
「
津
波
避
難
ビ
ル
」

と
す
る
協
定
を
締
結
し
、
指
定
し

ま
し
た
。

　「
津
波
避
難
ビ
ル
」の
標
識
「
ス

テ
ッ
カ
ー
」
は
、
左
図
の
と
お
り

で
す
。

■
介
護
専
用
型
特
定
施
設
入
居
者

　
生
活
介
護
の
実
施
事
業
者
を
募

　
集
し
ま
す

　第
五
次
多
度
津
町
介
護
保
険
事

業
計
画
で
は
、
介
護
専
用
型
特
定

施
設
入
居
者
生
活
介
護
に
お
い
て

36
床
の
新
設
計
画
を
立
て
ま
し
た
。

　募
集
要
項
の
説
明
会
を
、
６
月

27
日
（水） 

13
時
30
分
か
ら
、
多
度
津

町
役
場
２
階
第
１
会
議
室
で
行
い

ま
す
。

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
福
祉
保
健
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
４
８
８

■
５
月
31
日
〜
６
月
６
日
は

   

『
禁
煙
週
間
』で
す

　毎
年
５
月
31
日
は
「
世
界
禁
煙

デ
ー
」
、
ま
た
５
月
31
日
か
ら
６

月
６
日
は
「
禁
煙
週
間
」
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　た
ば
こ
に
は
、
約
４
，
０
０
０

種
類
の
化
学
物
質
が
含
ま
れ
、
そ

の
中
に
ニ
コ
チ
ン
や
タ
ー
ル
な
ど

の
２
０
０
種
類
以
上
の
有
害
物
質

が
あ
り
、
が
ん
や
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
慢

性
閉
塞
性
肺
疾
患
）
、
動
脈
硬
化
、

歯
周
病
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
病
気

を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
妊
娠
中
の
女
性
の
喫
煙
は
、

有
害
物
質
が
原
因
で
胎
児
に
必
要

な
栄
養
が
送
ら
れ
ず
、
発
育
不
全

や
早
産
を
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。

　た
ば
こ
の
副
流
煙
（
火
が
つ
い

て
い
る
部
分
か
ら
立
ち
上
る
煙
）

に
は
、
主
流
煙
（
喫
煙
者
が
吸
い

込
む
煙
）
よ
り
多
く
の
有
害
物
質

が
含
ま
れ
て
お
り
、
吸
っ
て
い
る

本
人
だ
け
で
は
な
く
、
周
囲
の
人

に
も
害
を
与
え
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
自
分
の
健
康
を
振
り
返
り
、

禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　
　
　（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
６
月
１
日
か
ら『
水
道
週
間
』

　も
う
す
ぐ
真
夏
。
水
に
親
し
む

季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。
毎
年
６

月
１
日
か
ら
１
週
間
は
「
水
道
週

間
」
で
す
。

　こ
の
「
水
道
週
間
」
は
、
厚
生

労
働
省
、
都
道
府
県
を
は
じ
め
各

市
町
村
の
水
道
事
業
体
等
に
よ
っ

て
、
私
た
ち
の
健
康
を
守
り
生
活

を
豊
か
に
育
む
水
道
へ
の
理
解
と

関
心
を
高
め
、
水
道
の
健
全
な
発

展
を
図
る
た
め
の
運
動
を
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
。

　多
度
津
町
で
は
、
10
月
の
健
康

フ
ェ
ス
タ
で
節
水
を
含
め
上
下
水

道
全
般
に
関
す
る
展
示
、
節
水
コ

マ
の
配
布
等
を
行
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　平
成
24
年
度
で
第
54
回
を
数
え

る
「
水
道
週
間
」
。
昨
年
の
東
日

本
大
震
災
に
よ
り
私
た
ち
の
日
常

生
活
と
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
の
関
わ

り
を
、
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
き

っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
節
電
の

重
要
性
と
と
も
に
、
渇
水
を
何
度

も
体
験
し
て
き
た
私
た
ち
に
は
、

節
水
の
必
要
性
も
、
よ
り
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家
庭
で
も
水
不

足
を
常
に
意
識
し
、
も
う
一
度
普

段
の
生
活
を
見
つ
め
直
し
て
節
水

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　（
上
下
水
道
課
）

■
不
正
改
造
車
を
排
除
す
る
運
動

　自
動
車
は
生
活
に
欠
か
せ
な
い

交
通
手
段
で
あ
る
一
方
、
交
通
事

故
の
発
生
状
況
は
依
然
と
し
て
厳

し
く
、
排
気
ガ
ス
、
騒
音
等
に
よ

る
環
境
の
悪
化
が
深
刻
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
る
な
か
で
、
交
通

の
安
全
や
秩
序
を
乱
す
不
正
改
造

車
の
排
除
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　国
土
交
通
省
で
は
、
関
係
省
庁
、

自
動
車
関
係
団
体
等
と
協
力
し
て

不
正
改
造
車
を
排
除
す
る
た
め
の

諸
活
動
を
し
て
お
り
、
特
に
６
月

を
強
化
月
間
と
し
て
重
点
的
な
取

組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　皆
様
も
、
不
正
改
造
の
防
止
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

そ
の
排
除
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
相
談
・
問
合
せ
】

　「
不
正
改
造
１
１
０
番
」

　☎
０
８
７
‐
８
８
２
‐
１
３
５
５

　（
四
国
運
輸
局
香
川
運
輸
支
局
）

■
多
度
津
町
観
光
協
会
主
催

　
『
多
度
津
の
秋
・
冬
写
真

　
コ
ン
テ
ス
ト
』
入
賞
作
品

　
　（
氏
名
・
住
所
・
作
品
名
）

【
最
優
秀
賞
】

　▽
松
本

　憲
知
（
丸
亀
市
）

　
　「
内
海
夕
景
」

【
優
秀
賞
】

　▽
森
江

　正
（
善
通
寺
市
）

　
　「
暮
し
の
公
園
散
歩
」

　▽
佐
藤

　道
子
（
西
港
町
）

　
　「
無
我
」

　▽
原
田

　芳
子
（
善
通
寺
市
）

　
　「
海
岸
寺
の
サ
ー
フ
ァ
」

【
佳

　作
】

　▽
渡
辺

　正
子
（
善
通
寺
市
）

　
　「
海
岸
寺
の
多
宝
塔
」

　▽
髙
畠

　政
雄
（
葛
原
）

　
　「
秋
の
海
岸
寺
」

　▽
三
井

　忠
文
（
琴
平
町
）

　
　「
公
園
の
秋
」

　▽
村
井

　美
恵
（
日
の
出
町
）

　
　「
彼
岸
花
の
咲
く
頃
」

　▽
斉
藤

　延
子
（
観
音
寺
市
）

　
　「
高
見
島
の
運
動
会
」

　▽
石
角

　尚
義
（
三
豊
市
）

　
　「
初
泳
ぎ
の
港
」

　▽
小
国

　晴
子
（
元
町
）

      

「
20
才
の
顔
」

　▽
三
野

　興
久
（
本
通
）

      

「
今
日
も
多
度
津
は

　
　

  

平
穏
じ
ゃ
。」

■
多
度
津
町
観
光
協
会
主
催

　
『
多
度
津
の
春
・
夏
写
真

　
コ
ン
テ
ス
ト
』
作
品
募
集

▽
テ
ー
マ
＝
多
度
津
の
春
・
夏
を

　
　
　
　イ
メ
ー
ジ
で
き
る
も
の

▽
締
切
日
＝
８
月
31
日
（金） 

▽
応
募
要
領
＝
四
切
・
ワ
イ
ド
四

　
　
　
　切
・
Ａ
４
サ
イ
ズ
で
、

　
　
　
　一
人
２
点
ま
で

※
未
発
表
、
ま
た
は
他
に
応
募
し

　て
い
な
い
写
真
に
限
り
ま
す
。

　作
品
の
裏
に
は
応
募
票
を
貼
付

　し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
応
募
作

　品
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。
詳

　し
く
は
、
観
光
協
会
ま
で
お
問

　い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
応
募
先
・
問
合
せ
】

　（
〒
７
６
４
‐
８
５
０
１

　
　多
度
津
町
栄
町
１
‐
１
‐
91
）

　
　多
度
津
町
観
光
協
会

　
　
　
　（
事
務
局

　産
業
課
内
）

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
１
１
１
３

■
無
事
故
優
良
運
転
者
表
彰
の

　
申
請
に
つ
い
て

　本
年
８
月
31
日
現
在
運
転
歴
10

年
・
20
年
・
30
年
無
事
故
で
行
政

処
分
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
方
は
、

交
通
安
全
協
会
事
務
局
（
多
度
津

交
番
内
）
へ
表
彰
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
締
め
切
り

　
　平
成
24
年
６
月
29
日

※
運
転
歴
10
年
以
上
で
無
事
故
の

　優
良
運
転
者
は
多
度
津
交
通
安

　全
協
会
の
会
則
に
よ
り
協
会
長

　が
表
彰
し
ま
す
。

※
20
年
・
30
年
以
上
の
方
は
県
警

　本
部
長
・
県
協
会
長
連
名
に
よ

　る
表
彰
で
す
。

※
申
請
用
紙
は
事
務
局
（
多
度
津

　交
番
内
）
に
あ
り
ま
す
。
詳
し

　く
は
、
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ

　せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　多
度
津
交
通
安
全
協
会

　
　
　
　
　（
多
度
津
交
番
内
）

　
　
　
　
　
　☎
32
‐
０
０
５
６

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
０
１
１
０

■
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
の

　
加
入
申
請
に
つ
い
て

　本
年
度
の
実
施
で
は
、
昨
年
度

同
様
に
水
田
に
お
け
る
作
物
お
よ

び
麦
、
大
豆
、
そ
ば
、
な
た
ね
の

畑
作
物
が
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
支
店
、
中
国
四
国

農
政
局
高
松
地
域
セ
ン
タ
ー
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
期
限
＝
７
月
２
日
（月） 

【
問
合
せ
】

　中
国
四
国
農
政
局

　
　高
松
地
域
セ
ン
タ
ー

　☎
０
８
７
‐
８
３
１
‐
８
１
８
５

愛犬の飼い方講座（犬の繁殖）　　　　　　　　　　　　　環境課　☎３３－４４２５
　前回は「犬の性格」についての講座でしたが、今回は「犬の繁殖」についてです。
望まれない命を産ませる事は犬にとっても、可哀想なことです。もし犬が出産しても子犬を飼えないという場合は、不妊
や去勢手術等の繁殖制限を行いましょう。犬の逃亡で最も多いのが、繁殖に関わる本能的な理由です。不妊・去勢手術の
施されていない犬が逃亡してしまったらメスなら妊娠、オスならどこかで妊娠させてきた恐れがあると思ってください。
　繁殖制限を行うことは野良犬を減らすことにもつながります。野良犬は人に危害を加えたり、ふん尿、悪臭など近隣の
住民に迷惑をかけますので、みだりにえさを与えないでください。

　　　愛犬の飼い方講座は今回で終わりです。登録および予防注射をしてルールを守って飼いましょう。
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《
人

　
　事
》

　４
月
１
日
付
で
次
の
方
が
多
度

津
町
副
町
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

▽
亀
井

　孝
行

　氏
（
葛
原
）

〔
経
歴
〕
昭
和
58
年
４
月
香
川
県

庁
入
庁
、
総
務
部
職
員
課
係
長
、

総
務
部
人
事
・
行
革
課
長
補
佐
、

香
川
県
中
讃
保
健
福
祉
事
務
所
次

長
な
ど
を
経
て
、
総
務
部
県
民
活

動
・
男
女
共
同
参
画
課
県
民
室
長

《
お
知
ら
せ
》

■『
香
川
県
む
ら
の
技
能
伝
承
士
』

　
　
　
　
　
に
登
録
さ
れ
ま
し
た

　４
月
25
日
、
香
川
県
庁
で
『
香

川
県
む
ら
の
技
能
伝
承
士
』
の
証

交
付
式
が
あ
り
、
本
町
か
ら
２
名

の
方
が
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

▽
神
原

　英
子

　氏

　
　（
平
成
24
年
登
録
／
技
能
区

　
　
　分
＝
食
生
活
）

▽
松
岡

　和
子

　氏

　
　（
平
成
24
年
登
録
／
技
能
区

　
　
　分
＝
栽
培
管
理
・
衣
生
活
）

■
『
津
波
発
生
時
に
お
け
る
一
時

　 

避
難
所
と
し
て
の
使
用
に
関
す

　 

る
協
定
書
」
を
締
結
し
ま
し
た

　広
報
５
月
号
に
て
お
知
ら
せ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
『
災
害
時

に
お
け
る
一
時
避
難
所
と
し
て
の

使
用
に
関
す
る
協
定
書
』
を
学
校

法
人
禅
林
学
園
と
締
結
い
た
し
ま

し
た
が
、
学
園
所
有
の
学
生
会
館

（
西
浜
）
を
「
津
波
避
難
ビ
ル
」

と
す
る
協
定
を
締
結
し
、
指
定
し

ま
し
た
。

　「
津
波
避
難
ビ
ル
」の
標
識
「
ス

テ
ッ
カ
ー
」
は
、
左
図
の
と
お
り

で
す
。

■
介
護
専
用
型
特
定
施
設
入
居
者

　
生
活
介
護
の
実
施
事
業
者
を
募

　
集
し
ま
す

　第
五
次
多
度
津
町
介
護
保
険
事

業
計
画
で
は
、
介
護
専
用
型
特
定

施
設
入
居
者
生
活
介
護
に
お
い
て

36
床
の
新
設
計
画
を
立
て
ま
し
た
。

　募
集
要
項
の
説
明
会
を
、
６
月

27
日
（水） 

13
時
30
分
か
ら
、
多
度
津

町
役
場
２
階
第
１
会
議
室
で
行
い

ま
す
。

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
福
祉
保
健
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
４
８
８

■
５
月
31
日
〜
６
月
６
日
は

   

『
禁
煙
週
間
』で
す

　毎
年
５
月
31
日
は
「
世
界
禁
煙

デ
ー
」
、
ま
た
５
月
31
日
か
ら
６

月
６
日
は
「
禁
煙
週
間
」
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　た
ば
こ
に
は
、
約
４
，
０
０
０

種
類
の
化
学
物
質
が
含
ま
れ
、
そ

の
中
に
ニ
コ
チ
ン
や
タ
ー
ル
な
ど

の
２
０
０
種
類
以
上
の
有
害
物
質

が
あ
り
、
が
ん
や
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
慢

性
閉
塞
性
肺
疾
患
）
、
動
脈
硬
化
、

歯
周
病
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
病
気

を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
妊
娠
中
の
女
性
の
喫
煙
は
、

有
害
物
質
が
原
因
で
胎
児
に
必
要

な
栄
養
が
送
ら
れ
ず
、
発
育
不
全

や
早
産
を
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。

　た
ば
こ
の
副
流
煙
（
火
が
つ
い

て
い
る
部
分
か
ら
立
ち
上
る
煙
）

に
は
、
主
流
煙
（
喫
煙
者
が
吸
い

込
む
煙
）
よ
り
多
く
の
有
害
物
質

が
含
ま
れ
て
お
り
、
吸
っ
て
い
る

本
人
だ
け
で
は
な
く
、
周
囲
の
人

に
も
害
を
与
え
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
自
分
の
健
康
を
振
り
返
り
、

禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　
　
　（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
６
月
１
日
か
ら『
水
道
週
間
』

　も
う
す
ぐ
真
夏
。
水
に
親
し
む

季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。
毎
年
６

月
１
日
か
ら
１
週
間
は
「
水
道
週

間
」
で
す
。

　こ
の
「
水
道
週
間
」
は
、
厚
生

労
働
省
、
都
道
府
県
を
は
じ
め
各

市
町
村
の
水
道
事
業
体
等
に
よ
っ

て
、
私
た
ち
の
健
康
を
守
り
生
活

を
豊
か
に
育
む
水
道
へ
の
理
解
と

関
心
を
高
め
、
水
道
の
健
全
な
発

展
を
図
る
た
め
の
運
動
を
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
。

　多
度
津
町
で
は
、
10
月
の
健
康

フ
ェ
ス
タ
で
節
水
を
含
め
上
下
水

道
全
般
に
関
す
る
展
示
、
節
水
コ

マ
の
配
布
等
を
行
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　平
成
24
年
度
で
第
54
回
を
数
え

る
「
水
道
週
間
」
。
昨
年
の
東
日

本
大
震
災
に
よ
り
私
た
ち
の
日
常

生
活
と
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
の
関
わ

り
を
、
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
き

っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
節
電
の

重
要
性
と
と
も
に
、
渇
水
を
何
度

も
体
験
し
て
き
た
私
た
ち
に
は
、

節
水
の
必
要
性
も
、
よ
り
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家
庭
で
も
水
不

足
を
常
に
意
識
し
、
も
う
一
度
普

段
の
生
活
を
見
つ
め
直
し
て
節
水

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　（
上
下
水
道
課
）

■
不
正
改
造
車
を
排
除
す
る
運
動

　自
動
車
は
生
活
に
欠
か
せ
な
い

交
通
手
段
で
あ
る
一
方
、
交
通
事

故
の
発
生
状
況
は
依
然
と
し
て
厳

し
く
、
排
気
ガ
ス
、
騒
音
等
に
よ

る
環
境
の
悪
化
が
深
刻
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
る
な
か
で
、
交
通

の
安
全
や
秩
序
を
乱
す
不
正
改
造

車
の
排
除
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　国
土
交
通
省
で
は
、
関
係
省
庁
、

自
動
車
関
係
団
体
等
と
協
力
し
て

不
正
改
造
車
を
排
除
す
る
た
め
の

諸
活
動
を
し
て
お
り
、
特
に
６
月

を
強
化
月
間
と
し
て
重
点
的
な
取

組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　皆
様
も
、
不
正
改
造
の
防
止
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

そ
の
排
除
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
相
談
・
問
合
せ
】

　「
不
正
改
造
１
１
０
番
」

　☎
０
８
７
‐
８
８
２
‐
１
３
５
５

　（
四
国
運
輸
局
香
川
運
輸
支
局
）

■
多
度
津
町
観
光
協
会
主
催

　
『
多
度
津
の
秋
・
冬
写
真

　
コ
ン
テ
ス
ト
』
入
賞
作
品

　
　（
氏
名
・
住
所
・
作
品
名
）

【
最
優
秀
賞
】

　▽
松
本

　憲
知
（
丸
亀
市
）

　
　「
内
海
夕
景
」

【
優
秀
賞
】

　▽
森
江

　正
（
善
通
寺
市
）

　
　「
暮
し
の
公
園
散
歩
」

　▽
佐
藤

　道
子
（
西
港
町
）

　
　「
無
我
」

　▽
原
田

　芳
子
（
善
通
寺
市
）

　
　「
海
岸
寺
の
サ
ー
フ
ァ
」

【
佳

　作
】

　▽
渡
辺

　正
子
（
善
通
寺
市
）

　
　「
海
岸
寺
の
多
宝
塔
」

　▽
髙
畠

　政
雄
（
葛
原
）

　
　「
秋
の
海
岸
寺
」

　▽
三
井

　忠
文
（
琴
平
町
）

　
　「
公
園
の
秋
」

　▽
村
井

　美
恵
（
日
の
出
町
）

　
　「
彼
岸
花
の
咲
く
頃
」

　▽
斉
藤

　延
子
（
観
音
寺
市
）

　
　「
高
見
島
の
運
動
会
」

　▽
石
角

　尚
義
（
三
豊
市
）

　
　「
初
泳
ぎ
の
港
」

　▽
小
国

　晴
子
（
元
町
）

      

「
20
才
の
顔
」

　▽
三
野

　興
久
（
本
通
）

      

「
今
日
も
多
度
津
は

　
　

  

平
穏
じ
ゃ
。」

■
多
度
津
町
観
光
協
会
主
催

　
『
多
度
津
の
春
・
夏
写
真

　
コ
ン
テ
ス
ト
』
作
品
募
集

▽
テ
ー
マ
＝
多
度
津
の
春
・
夏
を

　
　
　
　イ
メ
ー
ジ
で
き
る
も
の

▽
締
切
日
＝
８
月
31
日
（金） 

▽
応
募
要
領
＝
四
切
・
ワ
イ
ド
四

　
　
　
　切
・
Ａ
４
サ
イ
ズ
で
、

　
　
　
　一
人
２
点
ま
で

※
未
発
表
、
ま
た
は
他
に
応
募
し

　て
い
な
い
写
真
に
限
り
ま
す
。

　作
品
の
裏
に
は
応
募
票
を
貼
付

　し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
応
募
作

　品
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。
詳

　し
く
は
、
観
光
協
会
ま
で
お
問

　い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
応
募
先
・
問
合
せ
】

　（
〒
７
６
４
‐
８
５
０
１

　
　多
度
津
町
栄
町
１
‐
１
‐
91
）

　
　多
度
津
町
観
光
協
会

　
　
　
　（
事
務
局

　産
業
課
内
）

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
１
１
１
３

■
無
事
故
優
良
運
転
者
表
彰
の

　
申
請
に
つ
い
て

　本
年
８
月
31
日
現
在
運
転
歴
10

年
・
20
年
・
30
年
無
事
故
で
行
政

処
分
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
方
は
、

交
通
安
全
協
会
事
務
局
（
多
度
津

交
番
内
）
へ
表
彰
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
締
め
切
り

　
　平
成
24
年
６
月
29
日

※
運
転
歴
10
年
以
上
で
無
事
故
の

　優
良
運
転
者
は
多
度
津
交
通
安

　全
協
会
の
会
則
に
よ
り
協
会
長

　が
表
彰
し
ま
す
。

※
20
年
・
30
年
以
上
の
方
は
県
警

　本
部
長
・
県
協
会
長
連
名
に
よ

　る
表
彰
で
す
。

※
申
請
用
紙
は
事
務
局
（
多
度
津

　交
番
内
）
に
あ
り
ま
す
。
詳
し

　く
は
、
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ

　せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　多
度
津
交
通
安
全
協
会

　
　
　
　
　（
多
度
津
交
番
内
）

　
　
　
　
　
　☎
32
‐
０
０
５
６

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
０
１
１
０

■
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
の

　
加
入
申
請
に
つ
い
て

　本
年
度
の
実
施
で
は
、
昨
年
度

同
様
に
水
田
に
お
け
る
作
物
お
よ

び
麦
、
大
豆
、
そ
ば
、
な
た
ね
の

畑
作
物
が
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
支
店
、
中
国
四
国

農
政
局
高
松
地
域
セ
ン
タ
ー
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
期
限
＝
７
月
２
日
（月） 

【
問
合
せ
】

　中
国
四
国
農
政
局

　
　高
松
地
域
セ
ン
タ
ー

　☎
０
８
７
‐
８
３
１
‐
８
１
８
５

愛犬の飼い方講座（犬の繁殖）　　　　　　　　　　　　　環境課　☎３３－４４２５
　前回は「犬の性格」についての講座でしたが、今回は「犬の繁殖」についてです。
望まれない命を産ませる事は犬にとっても、可哀想なことです。もし犬が出産しても子犬を飼えないという場合は、不妊
や去勢手術等の繁殖制限を行いましょう。犬の逃亡で最も多いのが、繁殖に関わる本能的な理由です。不妊・去勢手術の
施されていない犬が逃亡してしまったらメスなら妊娠、オスならどこかで妊娠させてきた恐れがあると思ってください。
　繁殖制限を行うことは野良犬を減らすことにもつながります。野良犬は人に危害を加えたり、ふん尿、悪臭など近隣の
住民に迷惑をかけますので、みだりにえさを与えないでください。

　　　愛犬の飼い方講座は今回で終わりです。登録および予防注射をしてルールを守って飼いましょう。
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■「
国
民
年
金
被
保
険
者
種
別

　変
更
届
」の
届
出
に
つ
い
て

●
届
出
が
必
要
と
な
る
要
件

▽
会
社
で
厚
生
年
金
や
共
済
組
合

　に
加
入
さ
れ
て
い
た
方
で
、
60

　歳
に
な
る
前
に
退
職
し
た
と
き

▽
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入

　し
て
い
る
方
の
被
扶
養
配
偶
者

　（
20
歳
〜
60
歳
未
満
）
で
、
パ

　ー
ト
収
入
な
ど
が
１
３
０
万
円

　以
上
に
な
っ
た
と
き

▽
被
扶
養
配
偶
者
で
あ
っ
た
が
、

　そ
の
配
偶
者
が
退
職
に
よ
り
、

　厚
生
年
金
や
共
済
組
合
加
入
者

　で
な
く
な
っ
た
と
き
。
ま
た
、

　被
扶
養
配
偶
者
で
あ
っ
た
が
離

　婚
し
た
と
き
や
、
老
齢
厚
生
年

　金
の
受
給
権
利
を
持
つ
配
偶
者

　が
65
歳
に
な
っ
た
と
き

【
問
合
せ
・
届
出
】

　多
度
津
町
住
民
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
４
８
０

【
問
合
せ
】

　善
通
寺
市
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　☎
62
‐
１
６
６
０

■
求
職
者
支
援
制
度
に
つ
い
て

　求
職
者
支
援
制
度
と
は
、
雇
用

保
険
を
受
給
で
き
な
い
方
が
、
職

業
訓
練
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

通
じ
て
、
就
職
支
援
を
受
け
な
が

ら
、
早
期
就
職
を
実
現
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
国
が
支
援
す
る
制

度
で
す
。

　支
援
内
容
は
、 

①
再
就
職
に
必

要
な
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
た
め

の
職
業
訓
練
を
無
料
で
受
講
②
訓

練
期
間
中
も
訓
練
終
了
後
も
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
が
積
極
的
に
就
職
支

援
③
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
に

は
、
訓
練
期
間
中
、
月
10
万
円
の

「
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
」
の
支

給
が
あ
り
ま
す
。

　訓
練
期
間
は
、
１
コ
ー
ス
３
か

月
〜
６
か
月
ま
で
で
す
。
開
講
予

定
の
コ
ー
ス
情
報
な
ど
、
詳
し
く

は
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者
＝

　・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の
申

　
　込
み
を
し
て
い
る
方

　・
雇
用
保
険
に
加
入
中
で
な
い
、

　
　ま
た
は
雇
用
保
険
を
受
給
し

　
　て
い
な
い
方

　・
働
く
意
思
と
能
力
が
あ
る
方

　・
職
業
訓
練
な
ど
支
援
が
必
要

　
　で
あ
る
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が

　
　認
め
る
方

【
問
合
せ
】

　ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
丸
亀

　
　
　
　
　
　☎
21
‐
８
６
０
９

　香
川
労
働
局
求
職
者
支
援
室

　☎
０
８
７
‐
８
０
４
‐
８
９
０
０

■『
関
節
リ
ウ
マ
チ
講
演
会
』

　難
病
で
あ
る
関
節
リ
ウ
マ
チ
も

正
し
い
治
療
や
情
報
に
よ
り
、
人

生
そ
の
も
の
を
変
え
、
克
服
し
て

い
く
こ
と
が
可
能
で
す
。

　賢
い
患
者
に
な
る
た
め
の
正
し

い
知
識
情
報
を
誰
も
が
勉
強
で
き

る
よ
う
に
、
無
料
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▽
日
時
＝
７
月
５
日
（木） 

　
　
　
　14
時
〜
16
時

▽
場
所
＝

　丸
亀
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

  

（
ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー
）

▽
講
演
内
容
＝

　宇
多
津
浜
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　澤
近

　房
和
先
生

「
自
分
の
身
体
を
感
じ
ま
し
ょ
う

　
　〜
関
節
の
動
き
と
筋
肉
〜
」

【
問
合
せ
】

　Ｒ
Ａ
ほ
の
ぼ
の
会

　松
田
直
子

　
　
　
　
　
　☎
22
‐
２
５
８
２

■
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　お
知
ら
せ

●
エ
コ
丸
つ
う
し
ん
６
月
号

　

▽
一
般
・
親
子
向
け

16
日
（土）
牛
乳
パ
ッ
ク
で
紙
す
き
体
験

　

　
　
　
　
　
　
　
　／
午
前
５
名

　

17
日
（日）
自
転
車
の
点
検
修
理
体
験

　
　
　
　
　
　
　
　／
午
前
２
名

24
日
（日）
『
ボ
タ
ン
で
作
る

　
　
　
　和
風
ネ
ッ
ク
レ
ス
』

　
　
　
　
　
　
　
　／
午
前
10
名

　※
各
講
座
と
も
予
約
が
必
要

　※
持
ち
物
が
必
要
な
講
座
あ
り

●
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念

　
　
　
　
　ガ
ラ
ス
の
足
型
作
り

　足
サ
イ
ズ
12
㎝
以
下
の
赤
ち

ゃ
ん
が
対
象
で
す
（
一
足
型
８
千

円
）。桐
箱
に
入
れ
、
ネ
ー
ム
プ
レ

ー
ト
を
添
え
て
お
渡
し
し
ま
す
。

　
　※
６
月
実
施
は
17
日
と
24
日

　
　※
予
約
が
必
要
で
す
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　エ
コ
丸
工
房
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
リ
サ
イ

ク
ル
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

●
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
参
加
者
募
集

　夏
の
小
学
生
親
子
対
象
イ
ベ
ン

ト
「
エ
コ
丸
体
験
ツ
ア
ー
」
に
合

わ
せ
て
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開

催
し
ま
す
。
不
要
に
な
っ
た
日
用

品
、
衣
類
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
、
主

に
子
ど
も
用
品
を
リ
サ
イ
ク
ル
目

的
で
販
売
し
ま
せ
ん
か
？
（
プ
ロ

の
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
）

▽
日
時
＝
７
月
22
日
（日）

　
　
　
　
　／
９
時
30
分
〜
13
時

▽
場
所
＝
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

▽
店
舗
数
＝
20
店
舗
（
１
ブ
ー
ス

　
　
　の
広
さ
は
約
畳
２
畳
分
）

▽
参
加
資
格
＝
多
度
津
町
・
丸
亀

　
　市
に
お
住
ま
い
の
18
歳
以
上

　
　の
方
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、

　
　前
日
21
日
に
搬
入
可
能
な
方
。

▽
参
加
料
＝
１
，
０
０
０
円

▽
申
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
①
住

　
　所
②
氏
名
③
年
齢
④
電
話
番

　
　号
⑤
販
売
品
目
を
必
ず
ご
記

　
　入
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く

　
　だ
さ
い
。

　※
７
月
４
日
（水）
必
着

　※
な
お
記
入
漏
れ
が
あ
る
場
合

　
　は
無
効
、
申
込
多
数
の
場
合

　
　は
抽
選
と
し
ま
す
。

　※
他
人
の
名
前
で
は
応
募
し
な

　
　い
で
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

　〒
７
６
３
‐
０
０
８
３

　丸
亀
市
土
器
町
北
一
丁
目
72
‐
２

　
　
　
　
　
　☎
56
‐
１
１
４
４

■
無
料
の
包
丁
研
ぎ

　香
川
県
建
設
労
働
組
合
中
讃
支

部
多
度
津
地
区
の
方
が
、
日
ご
ろ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
こ
め
て
、
無

料
で
包
丁
研
ぎ
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
＝
６
月
24
日
（日）

　
　
　
　８
時
〜
12
時

▽
場
所
＝
多
度
津
町
役
場
駐
車
場

▽
内
容
＝
包
丁
は
１
人
３
本
以
内

【
問
合
せ
】

　
　☎
32
‐
３
４
６
６
（
若
宮
）

■『
不
動
産
無
料
相
談
所
』

　香
川
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

で
は
、
不
動
産
取
引
に
関
す
る
相

談
窓
口
を
設
置
し
、
不
動
産
取
引

に
関
す
る
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　安
全
安
心
な
不
動
産
取
引
を
行

っ
て
い
た
だ
く
た
め
「
不
動
産
無

料
相
談
所
」
を
開
設
し
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
毎
月
第
１
・
３
金
曜
日

　
　
　
　13
時
〜
15
時
30
分

▽
場
所
＝
丸
亀
市
民
会
館

６
月
の
ゴ
ミ
収
集
日

６
月
の
ゴ
ミ
収
集
日

ご
み
・
し
尿

ご
み
・
し
尿

【
資

　
　源
】

【
可

　
　燃
】

【
粗
大
・
不
燃
】

【
島
し
ょ
部
の
ゴ
ミ
収
集
日
】

※
○
数
字
は
粗
大
ゴ
ミ
収
集
日環  

境  

課

直
通
番
号

環  

境  

課

直
通
番
号

（水）

１
区
〜
７
区
、
桜
川
団
地
、

寿
町
、
県
営
多
度
津
団
地

庄
（
修
理
免
・
笠
屋
・
笠
屋

青
空
団
地
・
八
尺
・
中
条
・

土
井
畑
・
羽
称
坪
・
四
天
ハ

イ
ツ
）
、
三
井
（
真
天
・
御

門
・
鴨
取
・
三
井
東
・
三
井

西
・
三
井
団
地
・
間
の
江
）
、

青
木
（
本
村
・
金
道
・
青
木

団
地
）

青
木
北
山
、
山
階
（
北
山
・

兵
田
・
阿
庄
・
岡
・
常
石
造

船
社
宅
・
恵
比
寿
・
大
倉
団

地
・
グ
リ
ー
ン
団
地
・
本
村
・

西
村
・
西
村
団
地
・
天
霧
・

天
霧
第
２
・
天
霧
南
・
ダ
イ

ヤ
タ
ウ
ン
・
才
の
木
ハ
イ
ツ
・

向
井
・
上
・
小
原
）

１
区
〜
４
区
、
寿
町
、
桜

川
団
地

西
白
方
、
奥
白
方
、
見
立
、

東
白
方
本
村

９
区
〜
12
区
、
日
の
出
町
、
学

園
台
、
豊
原
地
区
、
白
方
地
区

１
区
〜
８
区
、
桜
川
団
地
、
寿

町
、
県
営
多
度
津
団
地
、
四
箇

地
区

５
区
〜
８
区
、
県
営
多
度

津
団
地
、
東
白
方
（
原
戸
・

城
ヶ
下
）
、
西
港
町

９
区
〜
12
区
、
日
の
出
町

学
園
台
、
堀
江
、
堀
江
条

六
、
堀
江
新
開
、
道
隆
寺

東
、
北
鴨
、
幸
町
、
若
葉

町
、
袖

道
福
寺
、
桜
川
東
団
地
、

花
園
、
あ
け
ぼ
の
、
南
鴨
、

豊
原
学
園
前
団
地
、
豊
原

第
２
団
地
、
葛
原
（
大
木
・

北
条
・
八
幡
・
永
井
・
下

所
）
、
ひ
ま
わ
り
団
地
、

め
ぐ
み
団
地
、
葛
原
団
地
、

小
塚
団
地

道
福
寺
、
桜
川
東
、
袖
、

南
鴨
、
葛
原

四
箇
地
区

白
方
地
区
、
８
区
〜
９
区

10
区
〜
12
区
、
日
の
出
町
、
北

鴨
、
学
園
台
、
堀
江
、
若
葉
町

木・月金・火

33
・
４
４
２
５

33
・
４
４
２
５

７
／
５

７
／
３

７
／
４

７
／
５

　

（土） （水）
23 20

（水）
27

（木）
７

（金）（金）（木）
2929 28 12

15
（火）
19

（金）
8

（木）
2126

13
（水）
6

（金）
8

（木）

1422
（金）

21
（木）

7
（木）（金）

１
（金）

514
（火）（木）

15
（金）

（火）
高
見
・
佐
柳
地
区

　４

　・
11

　・
18

　・
25

　７
／
２

（月）
・

（月）

（月）

（月）
（木） （火）
28

【
問
合
せ
】

　

　香
川
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

　☎
０
８
７
‐
８
２
３
‐
２
３
０
０

■
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

　
　
　
　固
定
価
格
買
取
制
度

　太
陽
光
、
風
力
、
水
力
、
地
熱
、

バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
自
然
の
恵
み
を

活
か
し
た「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

で
発
電
し
た
電
気
を
、
電
力
会
社

が
一
定
期
間
、
一
定
価
格
で
買
い

取
り
、
そ
の
費
用
を
電
気
の
使
用

量
に
応
じ
て
電
気
を
ご
利
用
の
皆

さ
ま
に
ご
負
担
い
た
だ
く
制
度
が

「
固
定
価
格
買
取
制
度
」
で
す
。

　再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及

を
進
め
る
こ
と
は
、
資
源
の
少
な

い
日
本
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
で

す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

　
　
　（
経
済
産
業
省
）

《
募

　
　集
》

■
町
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

▽
募
集
住
宅
／
募
集
戸
数
＝

①
特
定
公
共
家
賃
住
宅

　堀
江
新
開
住
宅
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
／
１
戸

②
公
営
住
宅

　堀
江
新
開
住
宅
３
Ｄ
Ｋ
／
２
戸

　家
中
中
層
住
宅
３
Ｄ
Ｋ
／
１
戸

　堀
江
東
住
宅
２
Ｋ
／
２
戸

　堀
江
条
六
住
宅
３
Ｄ
Ｋ
／
１
戸

▽
募
集
期
間
＝

　
　７
月
９
日
（月）
〜
７
月
20
日
（金）

　※
募
集
要
領
は
住
民
課
で
配
布

【
問
合
せ
】

　

　多
度
津
町
住
民
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
４
８
０

■
寝
具
類
等
洗
濯
乾
燥
消
毒

　
　
　
　サ
ー
ビ
ス
事
業
の
ご
案
内

　ご
自
宅
で
生
活
さ
れ
て
お
り
、

布
団
を
干
す
の
が
困
難
な
方
が
、

よ
り
清
潔
で
快
適
な
生
活
を
過
ご

せ
る
よ
う
、
多
度
津
町
で
は
寝
具

類
の
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
（
年
２
回
）

▽
対
象
＝
所
得
税
非
課
税
世
帯
で
、

　

　次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

　①
75
歳
以
上
の
高
齢
者
ま
た
は

　
　重
度
の
障
が
い
が
あ
る
方

　②
一
人
暮
ら
し
ま
た
は
高
齢
者

　
　の
み
の
世
帯
、
お
よ
び
こ
れ

　
　に
準
ず
る
世
帯
の
方

　③
布
団
を
干
す
の
が
困
難
な
方

▽
負
担
額
＝
１
回
当
り
６
０
０
円

※
１
回
目
の
募
集
締
め
切
り
は
、

　６
月
29
日
（金）
で
す
。

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
福
祉
保
健
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
４
８
８
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■「
国
民
年
金
被
保
険
者
種
別

　変
更
届
」の
届
出
に
つ
い
て

●
届
出
が
必
要
と
な
る
要
件

▽
会
社
で
厚
生
年
金
や
共
済
組
合

　に
加
入
さ
れ
て
い
た
方
で
、
60

　歳
に
な
る
前
に
退
職
し
た
と
き

▽
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入

　し
て
い
る
方
の
被
扶
養
配
偶
者

　（
20
歳
〜
60
歳
未
満
）
で
、
パ

　ー
ト
収
入
な
ど
が
１
３
０
万
円

　以
上
に
な
っ
た
と
き

▽
被
扶
養
配
偶
者
で
あ
っ
た
が
、

　そ
の
配
偶
者
が
退
職
に
よ
り
、

　厚
生
年
金
や
共
済
組
合
加
入
者

　で
な
く
な
っ
た
と
き
。
ま
た
、

　被
扶
養
配
偶
者
で
あ
っ
た
が
離

　婚
し
た
と
き
や
、
老
齢
厚
生
年

　金
の
受
給
権
利
を
持
つ
配
偶
者

　が
65
歳
に
な
っ
た
と
き

【
問
合
せ
・
届
出
】

　多
度
津
町
住
民
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
４
８
０

【
問
合
せ
】

　善
通
寺
市
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　☎
62
‐
１
６
６
０

■
求
職
者
支
援
制
度
に
つ
い
て

　求
職
者
支
援
制
度
と
は
、
雇
用

保
険
を
受
給
で
き
な
い
方
が
、
職

業
訓
練
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

通
じ
て
、
就
職
支
援
を
受
け
な
が

ら
、
早
期
就
職
を
実
現
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
国
が
支
援
す
る
制

度
で
す
。

　支
援
内
容
は
、 

①
再
就
職
に
必

要
な
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
た
め

の
職
業
訓
練
を
無
料
で
受
講
②
訓

練
期
間
中
も
訓
練
終
了
後
も
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
が
積
極
的
に
就
職
支

援
③
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
に

は
、
訓
練
期
間
中
、
月
10
万
円
の

「
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
」
の
支

給
が
あ
り
ま
す
。

　訓
練
期
間
は
、
１
コ
ー
ス
３
か

月
〜
６
か
月
ま
で
で
す
。
開
講
予

定
の
コ
ー
ス
情
報
な
ど
、
詳
し
く

は
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者
＝

　・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の
申

　
　込
み
を
し
て
い
る
方

　・
雇
用
保
険
に
加
入
中
で
な
い
、

　
　ま
た
は
雇
用
保
険
を
受
給
し

　
　て
い
な
い
方

　・
働
く
意
思
と
能
力
が
あ
る
方

　・
職
業
訓
練
な
ど
支
援
が
必
要

　
　で
あ
る
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が

　
　認
め
る
方

【
問
合
せ
】

　ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
丸
亀

　
　
　
　
　
　☎
21
‐
８
６
０
９

　香
川
労
働
局
求
職
者
支
援
室

　☎
０
８
７
‐
８
０
４
‐
８
９
０
０

■『
関
節
リ
ウ
マ
チ
講
演
会
』

　難
病
で
あ
る
関
節
リ
ウ
マ
チ
も

正
し
い
治
療
や
情
報
に
よ
り
、
人

生
そ
の
も
の
を
変
え
、
克
服
し
て

い
く
こ
と
が
可
能
で
す
。

　賢
い
患
者
に
な
る
た
め
の
正
し

い
知
識
情
報
を
誰
も
が
勉
強
で
き

る
よ
う
に
、
無
料
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▽
日
時
＝
７
月
５
日
（木） 

　
　
　
　14
時
〜
16
時

▽
場
所
＝

　丸
亀
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

  

（
ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー
）

▽
講
演
内
容
＝

　宇
多
津
浜
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　澤
近

　房
和
先
生

「
自
分
の
身
体
を
感
じ
ま
し
ょ
う

　
　〜
関
節
の
動
き
と
筋
肉
〜
」

【
問
合
せ
】

　Ｒ
Ａ
ほ
の
ぼ
の
会

　松
田
直
子

　
　
　
　
　
　☎
22
‐
２
５
８
２

■
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　お
知
ら
せ

●
エ
コ
丸
つ
う
し
ん
６
月
号

　

▽
一
般
・
親
子
向
け

16
日
（土）
牛
乳
パ
ッ
ク
で
紙
す
き
体
験

　

　
　
　
　
　
　
　
　／
午
前
５
名

　

17
日
（日）
自
転
車
の
点
検
修
理
体
験

　
　
　
　
　
　
　
　／
午
前
２
名

24
日
（日）
『
ボ
タ
ン
で
作
る

　
　
　
　和
風
ネ
ッ
ク
レ
ス
』

　
　
　
　
　
　
　
　／
午
前
10
名

　※
各
講
座
と
も
予
約
が
必
要

　※
持
ち
物
が
必
要
な
講
座
あ
り

●
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念

　
　
　
　
　ガ
ラ
ス
の
足
型
作
り

　足
サ
イ
ズ
12
㎝
以
下
の
赤
ち

ゃ
ん
が
対
象
で
す
（
一
足
型
８
千

円
）。桐
箱
に
入
れ
、
ネ
ー
ム
プ
レ

ー
ト
を
添
え
て
お
渡
し
し
ま
す
。

　
　※
６
月
実
施
は
17
日
と
24
日

　
　※
予
約
が
必
要
で
す
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　エ
コ
丸
工
房
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
リ
サ
イ

ク
ル
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

●
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
参
加
者
募
集

　夏
の
小
学
生
親
子
対
象
イ
ベ
ン

ト
「
エ
コ
丸
体
験
ツ
ア
ー
」
に
合

わ
せ
て
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開

催
し
ま
す
。
不
要
に
な
っ
た
日
用

品
、
衣
類
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
、
主

に
子
ど
も
用
品
を
リ
サ
イ
ク
ル
目

的
で
販
売
し
ま
せ
ん
か
？
（
プ
ロ

の
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
）

▽
日
時
＝
７
月
22
日
（日）

　
　
　
　
　／
９
時
30
分
〜
13
時

▽
場
所
＝
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

▽
店
舗
数
＝
20
店
舗
（
１
ブ
ー
ス

　
　
　の
広
さ
は
約
畳
２
畳
分
）

▽
参
加
資
格
＝
多
度
津
町
・
丸
亀

　
　市
に
お
住
ま
い
の
18
歳
以
上

　
　の
方
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、

　
　前
日
21
日
に
搬
入
可
能
な
方
。

▽
参
加
料
＝
１
，
０
０
０
円

▽
申
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
①
住

　
　所
②
氏
名
③
年
齢
④
電
話
番

　
　号
⑤
販
売
品
目
を
必
ず
ご
記

　
　入
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く

　
　だ
さ
い
。

　※
７
月
４
日
（水）
必
着

　※
な
お
記
入
漏
れ
が
あ
る
場
合

　
　は
無
効
、
申
込
多
数
の
場
合

　
　は
抽
選
と
し
ま
す
。

　※
他
人
の
名
前
で
は
応
募
し
な

　
　い
で
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

　〒
７
６
３
‐
０
０
８
３

　丸
亀
市
土
器
町
北
一
丁
目
72
‐
２

　
　
　
　
　
　☎
56
‐
１
１
４
４

■
無
料
の
包
丁
研
ぎ

　香
川
県
建
設
労
働
組
合
中
讃
支

部
多
度
津
地
区
の
方
が
、
日
ご
ろ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
こ
め
て
、
無

料
で
包
丁
研
ぎ
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
＝
６
月
24
日
（日）

　
　
　
　８
時
〜
12
時

▽
場
所
＝
多
度
津
町
役
場
駐
車
場

▽
内
容
＝
包
丁
は
１
人
３
本
以
内

【
問
合
せ
】

　
　☎
32
‐
３
４
６
６
（
若
宮
）

■『
不
動
産
無
料
相
談
所
』

　香
川
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

で
は
、
不
動
産
取
引
に
関
す
る
相

談
窓
口
を
設
置
し
、
不
動
産
取
引

に
関
す
る
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　安
全
安
心
な
不
動
産
取
引
を
行

っ
て
い
た
だ
く
た
め
「
不
動
産
無

料
相
談
所
」
を
開
設
し
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
毎
月
第
１
・
３
金
曜
日

　
　
　
　13
時
〜
15
時
30
分

▽
場
所
＝
丸
亀
市
民
会
館

６
月
の
ゴ
ミ
収
集
日

６
月
の
ゴ
ミ
収
集
日

ご
み
・
し
尿

ご
み
・
し
尿

【
資

　
　源
】

【
可

　
　燃
】

【
粗
大
・
不
燃
】

【
島
し
ょ
部
の
ゴ
ミ
収
集
日
】

※
○
数
字
は
粗
大
ゴ
ミ
収
集
日環  

境  

課

直
通
番
号

環  

境  

課

直
通
番
号

（水）

１
区
〜
７
区
、
桜
川
団
地
、

寿
町
、
県
営
多
度
津
団
地

庄
（
修
理
免
・
笠
屋
・
笠
屋

青
空
団
地
・
八
尺
・
中
条
・

土
井
畑
・
羽
称
坪
・
四
天
ハ

イ
ツ
）
、
三
井
（
真
天
・
御

門
・
鴨
取
・
三
井
東
・
三
井

西
・
三
井
団
地
・
間
の
江
）
、

青
木
（
本
村
・
金
道
・
青
木

団
地
）

青
木
北
山
、
山
階
（
北
山
・

兵
田
・
阿
庄
・
岡
・
常
石
造

船
社
宅
・
恵
比
寿
・
大
倉
団

地
・
グ
リ
ー
ン
団
地
・
本
村
・

西
村
・
西
村
団
地
・
天
霧
・

天
霧
第
２
・
天
霧
南
・
ダ
イ

ヤ
タ
ウ
ン
・
才
の
木
ハ
イ
ツ
・

向
井
・
上
・
小
原
）

１
区
〜
４
区
、
寿
町
、
桜

川
団
地

西
白
方
、
奥
白
方
、
見
立
、

東
白
方
本
村

９
区
〜
12
区
、
日
の
出
町
、
学

園
台
、
豊
原
地
区
、
白
方
地
区

１
区
〜
８
区
、
桜
川
団
地
、
寿

町
、
県
営
多
度
津
団
地
、
四
箇

地
区

５
区
〜
８
区
、
県
営
多
度

津
団
地
、
東
白
方
（
原
戸
・

城
ヶ
下
）
、
西
港
町

９
区
〜
12
区
、
日
の
出
町

学
園
台
、
堀
江
、
堀
江
条

六
、
堀
江
新
開
、
道
隆
寺

東
、
北
鴨
、
幸
町
、
若
葉

町
、
袖

道
福
寺
、
桜
川
東
団
地
、

花
園
、
あ
け
ぼ
の
、
南
鴨
、

豊
原
学
園
前
団
地
、
豊
原

第
２
団
地
、
葛
原
（
大
木
・

北
条
・
八
幡
・
永
井
・
下

所
）
、
ひ
ま
わ
り
団
地
、

め
ぐ
み
団
地
、
葛
原
団
地
、

小
塚
団
地

道
福
寺
、
桜
川
東
、
袖
、

南
鴨
、
葛
原

四
箇
地
区

白
方
地
区
、
８
区
〜
９
区

10
区
〜
12
区
、
日
の
出
町
、
北

鴨
、
学
園
台
、
堀
江
、
若
葉
町

木・月金・火

33
・
４
４
２
５

33
・
４
４
２
５

７
／
５

７
／
３

７
／
４

７
／
５

　

（土） （水）
23 20

（水）
27

（木）
７

（金）（金）（木）
2929 28 12

15
（火）
19

（金）
8

（木）
2126

13
（水）
6

（金）
8

（木）

1422
（金）

21
（木）

7
（木）（金）

１
（金）

514
（火）（木）

15
（金）

（火）
高
見
・
佐
柳
地
区

　４

　・
11

　・
18

　・
25

　７
／
２

（月）
・

（月）

（月）

（月）
（木） （火）
28

【
問
合
せ
】

　

　香
川
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

　☎
０
８
７
‐
８
２
３
‐
２
３
０
０

■
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

　
　
　
　固
定
価
格
買
取
制
度

　太
陽
光
、
風
力
、
水
力
、
地
熱
、

バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
自
然
の
恵
み
を

活
か
し
た「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

で
発
電
し
た
電
気
を
、
電
力
会
社

が
一
定
期
間
、
一
定
価
格
で
買
い

取
り
、
そ
の
費
用
を
電
気
の
使
用

量
に
応
じ
て
電
気
を
ご
利
用
の
皆

さ
ま
に
ご
負
担
い
た
だ
く
制
度
が

「
固
定
価
格
買
取
制
度
」
で
す
。

　再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及

を
進
め
る
こ
と
は
、
資
源
の
少
な

い
日
本
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
で

す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

　
　
　（
経
済
産
業
省
）

《
募

　
　集
》

■
町
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

▽
募
集
住
宅
／
募
集
戸
数
＝

①
特
定
公
共
家
賃
住
宅

　堀
江
新
開
住
宅
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
／
１
戸

②
公
営
住
宅

　堀
江
新
開
住
宅
３
Ｄ
Ｋ
／
２
戸

　家
中
中
層
住
宅
３
Ｄ
Ｋ
／
１
戸

　堀
江
東
住
宅
２
Ｋ
／
２
戸

　堀
江
条
六
住
宅
３
Ｄ
Ｋ
／
１
戸

▽
募
集
期
間
＝

　
　７
月
９
日
（月）
〜
７
月
20
日
（金）

　※
募
集
要
領
は
住
民
課
で
配
布

【
問
合
せ
】

　

　多
度
津
町
住
民
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
４
８
０

■
寝
具
類
等
洗
濯
乾
燥
消
毒

　
　
　
　サ
ー
ビ
ス
事
業
の
ご
案
内

　ご
自
宅
で
生
活
さ
れ
て
お
り
、

布
団
を
干
す
の
が
困
難
な
方
が
、

よ
り
清
潔
で
快
適
な
生
活
を
過
ご

せ
る
よ
う
、
多
度
津
町
で
は
寝
具

類
の
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
（
年
２
回
）

▽
対
象
＝
所
得
税
非
課
税
世
帯
で
、

　

　次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

　①
75
歳
以
上
の
高
齢
者
ま
た
は

　
　重
度
の
障
が
い
が
あ
る
方

　②
一
人
暮
ら
し
ま
た
は
高
齢
者

　
　の
み
の
世
帯
、
お
よ
び
こ
れ

　
　に
準
ず
る
世
帯
の
方

　③
布
団
を
干
す
の
が
困
難
な
方

▽
負
担
額
＝
１
回
当
り
６
０
０
円

※
１
回
目
の
募
集
締
め
切
り
は
、

　６
月
29
日
（金）
で
す
。

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
福
祉
保
健
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
４
８
８
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Information・Invitation お知らせ・募集お知らせ・募集お知らせ・募集お知らせ・募集 Information・Invitation

　３月１２日から１７日にかけて、フランス・マルセイユにおいて『第６回世界水フォ
ーラム』が開催され、丸尾幸雄町長と田中弘上下水道課長が参加し、多度津町で取り組
んでいる「再生水利用計画事業」について発表を行いました。世界水フォーラムは３年
に一度、世界の水問題を解決するために開催されているもので、今回は世界１７０カ国
の国や地域から約２万人の方々が参加し、国連機関や各国の政府代表者による閣僚級会
議等が行われました。また、国や民間企業、団体が出展する展示会「水のエキスポ」も
併催され、活動の紹介や自由な意見交換等も行われました。
　その中で「多度津町が取り組んでいる下水道再生水を河川浄化用水、農業用水、親水
用水などに活用することが、持続可能な水循環事業である」として、高い評価をいただ
きました。
　このことを通じ、世界規模で「水資源の大切さ」や「環境保全の大切さ」を再認識し、
今後も多度津町の「水循環事業」を効率的かつ効果的に運営してまいります。

■
中
讃
広
域
行
政
事
務
組
合

　
　
　
　
　
　
　
職
員
採
用
試
験

▽
職
種
＝
行
政
事
務
（
大
学
卒
）

▽
採
用
予
定
人
員
＝
２
人
程
度

▽
対
象
＝

　
　昭
和
57
年
４
月
２
日
以
後
に

　
　生
ま
れ
、
４
年
制
大
学
を
卒

　
　業
（
平
成
25
年
３
月
ま
で
に

　
　卒
業
見
込
含
む
）
し
た
人
、

　
　ま
た
は
同
等
の
資
格
が
あ
る

　
　と
認
め
る
人

▽
試
験
日
＝
７
月
８
日
（日）

▽
場
所
＝
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

（
丸
亀
市
土
器
町
北
１
丁
目

　
　
　
　
　
　
　7
2
番
地
２
）

▽
申
込
受
付
＝

　
　６
月
１
日
（金）
〜
６
月
22
日
（金）

　
　９
時
〜
16
時

※
郵
送
の
場
合
は
、
６
月
20
日
（水）

　ま
で
の
消
印
で
「
特
定
記
録
郵

　便
」
に
限
り
ま
す
。

▽
提
出
書
類
＝

　
　①
受
験
申
込
書
②
受
験
番
号

　
　票
（
２
通
）
③
返
信
用
封
筒

　
　（
２
通
・
宛
先
を
明
記
）
④

　
　上
半
身
写
真
（
２
枚
）

※
①
②
の
書
類
等
は
当
組
合
総
務

　課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー

　ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　ド
で
き
ま
す
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　〒
７
６
４
‐
０
０
２
１

　多
度
津
町
堀
江
五
丁
目
11
番
地

　
　中
讃
広
域
行
政
事
務
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　総
務
課

　
　
　
　
　
　☎
58
‐
５
４
６
１

■
多
度
津
高
等
学
校
「
学
校
開
放

　
講
座
・
小
学
生
体
験
乗
船
」

　多
度
津
高
等
学
校
で
は
実
習
船

『
香
川
丸
』
に
体
験
乗
船
し
て
い

た
だ
き
、
瀬
戸
内
海
を
航
行
し
な

が
ら
船
内
設
備
な
ど
の
説
明
を
交

え
、
香
川
丸
の
実
習
内
容
を
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
講
座
を
開

講
し
ま
す
。

●
「
学
校
開
放
講
座
」

▽
日
時
＝
７
月
29
日
（日）

　
　
　／
８
時
45
分
〜
12
時
00
分

▽
対
象
＝
一
般
成
人
の
方

▽
募
集
人
員
＝
25
名

●
「
小
学
生
体
験
乗
船
」

▽
日
時
＝
７
月
29
日
（日）

　
　
　
　12
時
30
分
〜
15
時
30
分

▽
対
象
＝
小
学
３
年
生
以
上
の
児

　
　
　
　童
１
名
と
保
護
者
１
名

　
　
　
　を
１
組

▽
募
集
人
員
＝
25
組

▽
集
合
場
所
（
共
通
）
＝

　
　多
度
津
町
東
港
岸
壁
（
常
石

　
　造
船
多
度
津
工
場
前
）

▽
申
込
方
法
（
共
通
）
＝

　
　①
氏
名
②
性
別
③
生
年
月
日

　
　④
年
齢
（
学
年
）
⑤
住
所
⑥

　
　電
話
番
号
⑦
希
望
講
座
を
記

　
　入
の
う
え
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ

　
　Ａ
Ｘ
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
期
間
（
共
通
）
＝

　
　
　
　
　
　７
月
13
日
（金）
ま
で

※
教
材
費
・
保
険
料
と
し
て
１
人

　３
０
０
円
が
必
要
で
す
。

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
先
着
順
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　〒
７
６
４
‐
０
０
１
１

　多
度
津
町
栄
町
一
丁
目
１
‐
82

　香
川
県
立
多
度
津
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　「
体
験
乗
船
」
係

　
　
　

   

電

　話
33
‐
２
１
３
１

　
　
　

   
Ｆ
Ａ
Ｘ
33
‐
２
１
３
２

■
『
た
に
こ
ｄ
ｅ
フ
ィ
リ
ピ
ン
料

　
　
理
！
』
参
加
者
募
集

　「
た
に
こ
（
多
度
津
日
本
語
交

流
の
会
）」は
、
地
域
に
住
む
外
国

人
の
方
と
日
本
語
を
通
し
て
交
流

を
図
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
で
す
。

　様
々
な
国
の
料
理
を
一
緒
に
調

理
し
て
、
外
国
の
食
文
化
を
通
じ

て
交
流
を
広
げ
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　今
回
は
多
度
津
町
に
お
住
ま
い

の
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
方
を
講
師
に
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
家
庭
料
理
を
調
理

し
ま
す
。

　国
籍
、
性
別
、
年
齢
等
を
問
わ

ず
、
面
白
そ
う
と
思
わ
れ
る
方
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
６
月
24
日
（日） 

12
時
〜

▽
場
所
＝
豊
原
地
区
公
民
館

▽
参
加
費
＝
無
料

▽
準
備
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、

               

手
ふ
き
タ
オ
ル

▽
募
集
人
員
＝
20
名
（
先
着
順
）

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

  

「
た
に
こ
」

　☎
０
９
０
‐
６
２
８
０
‐
６
９
１
７

http://w
w
w
.chusa

n.or.jp

丸亀市との定住自立圏形成協定書に調印

第６回　世界水フォーラム

　平成２４年３月定例議会において、定住自立圏形成協定の締結に
ついての議案が議決され、４月１９日（木）丸亀市消防庁舎におい
て、２市３町（丸亀市、善通寺市、琴平町、多度津町、まんのう町）
による合同調印式が行われ、協定書に調印しました。

【協定の目的】
　この協定は、丸亀市と多度津町がそれぞれの
都市機能及び生活機能を連携することにより強
化し、圏域の一人ひとりがいきいきと暮らせる
住環境を整備することにより、人口の定住を促
進することを目的としています。

生活機能の強化に係る政策分野
　◎医療
　　１．医療を安定的に提供できる体制の確保
　　２．救急医療体制の確保
　◎福祉
　　１．子育て環境の充実
　　２．高齢者・障がい者福祉ネットワークの充実
　◎産業振興
　　１．産業の振興
　　２．観光の振興
　◎消防・防災
　　１．消防・防災体制の強化
　◎その他
　　１．一般廃棄物処理体制の確保

結びつきやネットワークの強化に係る政策分野
　◎地域公共交通
　　１．公共交通ネットワークの充実
　◎地域内外の住民との交流・移住促進
　　１．圏域内外における交流の促進
　◎その他
　　１．図書館サービスの充実
　　２．情報処理システムの充実
　　３．租税債権徴収体制の強化

圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野
　◎宣言中心市等における人材の育成
　　１．地域人材力の育成
　◎圏域内市町の職員等の交流
　　１．職員の交流・人材育成
　◎その他
　　１．大学等との連携

【基本方針】
　協定の目的を達成するため、「生活機能の強化」、
「結びつきやネットワークの強化」及び「圏域マネ
ジメント能力の強化」の３つの政策分野において、
丸亀市と多度津町が相互に役割を分担して連携を図
ることを基本方針としています。
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Information・Invitation お知らせ・募集お知らせ・募集お知らせ・募集お知らせ・募集 Information・Invitation

　３月１２日から１７日にかけて、フランス・マルセイユにおいて『第６回世界水フォ
ーラム』が開催され、丸尾幸雄町長と田中弘上下水道課長が参加し、多度津町で取り組
んでいる「再生水利用計画事業」について発表を行いました。世界水フォーラムは３年
に一度、世界の水問題を解決するために開催されているもので、今回は世界１７０カ国
の国や地域から約２万人の方々が参加し、国連機関や各国の政府代表者による閣僚級会
議等が行われました。また、国や民間企業、団体が出展する展示会「水のエキスポ」も
併催され、活動の紹介や自由な意見交換等も行われました。
　その中で「多度津町が取り組んでいる下水道再生水を河川浄化用水、農業用水、親水
用水などに活用することが、持続可能な水循環事業である」として、高い評価をいただ
きました。
　このことを通じ、世界規模で「水資源の大切さ」や「環境保全の大切さ」を再認識し、
今後も多度津町の「水循環事業」を効率的かつ効果的に運営してまいります。

■
中
讃
広
域
行
政
事
務
組
合

　
　
　
　
　
　
　
職
員
採
用
試
験

▽
職
種
＝
行
政
事
務
（
大
学
卒
）

▽
採
用
予
定
人
員
＝
２
人
程
度

▽
対
象
＝

　
　昭
和
57
年
４
月
２
日
以
後
に

　
　生
ま
れ
、
４
年
制
大
学
を
卒

　
　業
（
平
成
25
年
３
月
ま
で
に

　
　卒
業
見
込
含
む
）
し
た
人
、

　
　ま
た
は
同
等
の
資
格
が
あ
る

　
　と
認
め
る
人

▽
試
験
日
＝
７
月
８
日
（日）

▽
場
所
＝
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

（
丸
亀
市
土
器
町
北
１
丁
目

　
　
　
　
　
　
　7
2
番
地
２
）

▽
申
込
受
付
＝

　
　６
月
１
日
（金）
〜
６
月
22
日
（金）

　
　９
時
〜
16
時

※
郵
送
の
場
合
は
、
６
月
20
日
（水）

　ま
で
の
消
印
で
「
特
定
記
録
郵

　便
」
に
限
り
ま
す
。

▽
提
出
書
類
＝

　
　①
受
験
申
込
書
②
受
験
番
号

　
　票
（
２
通
）
③
返
信
用
封
筒

　
　（
２
通
・
宛
先
を
明
記
）
④

　
　上
半
身
写
真
（
２
枚
）

※
①
②
の
書
類
等
は
当
組
合
総
務

　課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー

　ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　ド
で
き
ま
す
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　〒
７
６
４
‐
０
０
２
１

　多
度
津
町
堀
江
五
丁
目
11
番
地

　
　中
讃
広
域
行
政
事
務
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　総
務
課

　
　
　
　
　
　☎
58
‐
５
４
６
１

■
多
度
津
高
等
学
校
「
学
校
開
放

　
講
座
・
小
学
生
体
験
乗
船
」

　多
度
津
高
等
学
校
で
は
実
習
船

『
香
川
丸
』
に
体
験
乗
船
し
て
い

た
だ
き
、
瀬
戸
内
海
を
航
行
し
な

が
ら
船
内
設
備
な
ど
の
説
明
を
交

え
、
香
川
丸
の
実
習
内
容
を
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
講
座
を
開

講
し
ま
す
。

●
「
学
校
開
放
講
座
」

▽
日
時
＝
７
月
29
日
（日）

　
　
　／
８
時
45
分
〜
12
時
00
分

▽
対
象
＝
一
般
成
人
の
方

▽
募
集
人
員
＝
25
名

●
「
小
学
生
体
験
乗
船
」

▽
日
時
＝
７
月
29
日
（日）

　
　
　
　12
時
30
分
〜
15
時
30
分

▽
対
象
＝
小
学
３
年
生
以
上
の
児

　
　
　
　童
１
名
と
保
護
者
１
名

　
　
　
　を
１
組

▽
募
集
人
員
＝
25
組

▽
集
合
場
所
（
共
通
）
＝

　
　多
度
津
町
東
港
岸
壁
（
常
石

　
　造
船
多
度
津
工
場
前
）

▽
申
込
方
法
（
共
通
）
＝

　
　①
氏
名
②
性
別
③
生
年
月
日

　
　④
年
齢
（
学
年
）
⑤
住
所
⑥

　
　電
話
番
号
⑦
希
望
講
座
を
記

　
　入
の
う
え
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ

　
　Ａ
Ｘ
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
期
間
（
共
通
）
＝

　
　
　
　
　
　７
月
13
日
（金）
ま
で

※
教
材
費
・
保
険
料
と
し
て
１
人

　３
０
０
円
が
必
要
で
す
。

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
先
着
順
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　〒
７
６
４
‐
０
０
１
１

　多
度
津
町
栄
町
一
丁
目
１
‐
82

　香
川
県
立
多
度
津
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　「
体
験
乗
船
」
係

　
　
　

   

電

　話
33
‐
２
１
３
１

　
　
　

   

Ｆ
Ａ
Ｘ
33
‐
２
１
３
２

■
『
た
に
こ
ｄ
ｅ
フ
ィ
リ
ピ
ン
料

　
　
理
！
』
参
加
者
募
集

　「
た
に
こ
（
多
度
津
日
本
語
交

流
の
会
）」は
、
地
域
に
住
む
外
国

人
の
方
と
日
本
語
を
通
し
て
交
流

を
図
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
で
す
。

　様
々
な
国
の
料
理
を
一
緒
に
調

理
し
て
、
外
国
の
食
文
化
を
通
じ

て
交
流
を
広
げ
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　今
回
は
多
度
津
町
に
お
住
ま
い

の
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
方
を
講
師
に
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
家
庭
料
理
を
調
理

し
ま
す
。

　国
籍
、
性
別
、
年
齢
等
を
問
わ

ず
、
面
白
そ
う
と
思
わ
れ
る
方
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
６
月
24
日
（日） 

12
時
〜

▽
場
所
＝
豊
原
地
区
公
民
館

▽
参
加
費
＝
無
料

▽
準
備
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、

               

手
ふ
き
タ
オ
ル

▽
募
集
人
員
＝
20
名
（
先
着
順
）

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

  

「
た
に
こ
」

　☎
０
９
０
‐
６
２
８
０
‐
６
９
１
７

http://w
w
w
.chusa

n.or.jp

丸亀市との定住自立圏形成協定書に調印

第６回　世界水フォーラム

　平成２４年３月定例議会において、定住自立圏形成協定の締結に
ついての議案が議決され、４月１９日（木）丸亀市消防庁舎におい
て、２市３町（丸亀市、善通寺市、琴平町、多度津町、まんのう町）
による合同調印式が行われ、協定書に調印しました。

【協定の目的】
　この協定は、丸亀市と多度津町がそれぞれの
都市機能及び生活機能を連携することにより強
化し、圏域の一人ひとりがいきいきと暮らせる
住環境を整備することにより、人口の定住を促
進することを目的としています。

生活機能の強化に係る政策分野
　◎医療
　　１．医療を安定的に提供できる体制の確保
　　２．救急医療体制の確保
　◎福祉
　　１．子育て環境の充実
　　２．高齢者・障がい者福祉ネットワークの充実
　◎産業振興
　　１．産業の振興
　　２．観光の振興
　◎消防・防災
　　１．消防・防災体制の強化
　◎その他
　　１．一般廃棄物処理体制の確保

結びつきやネットワークの強化に係る政策分野
　◎地域公共交通
　　１．公共交通ネットワークの充実
　◎地域内外の住民との交流・移住促進
　　１．圏域内外における交流の促進
　◎その他
　　１．図書館サービスの充実
　　２．情報処理システムの充実
　　３．租税債権徴収体制の強化

圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野
　◎宣言中心市等における人材の育成
　　１．地域人材力の育成
　◎圏域内市町の職員等の交流
　　１．職員の交流・人材育成
　◎その他
　　１．大学等との連携

【基本方針】
　協定の目的を達成するため、「生活機能の強化」、
「結びつきやネットワークの強化」及び「圏域マネ
ジメント能力の強化」の３つの政策分野において、
丸亀市と多度津町が相互に役割を分担して連携を図
ることを基本方針としています。
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保健だより保健だより 申込み・問合せは、保健センター（ 　 　  　　）町民健康
 センター内 ☎32-8500まで ６月の予定６月の予定

※診療時間は午前９時から午後６時まで。都合で変更することが

あります。当日の新聞でお確かめください。

納期限

７月２日(月) 町県民税 前納・１期

対象税目 期　別

■ 納税・納付

柔道整復 ６月10日　藤木接骨院　（大通り） 　☎32-2663

老人健康施設

明徳会図書館

町民会館

温水プール

スポーツセンター

町立資料館

※『林求馬邸』開館日は、６月３日（日）・７月１日（日）です。

２日、３日、９日、10日、16日、17日、 
23日、24日、30日、７月１日 

４日、11日、18日、25日、30日、 
７月２日 

５日、12日、19日、26日、
７月３日

５日、12日、19日、26日、
７月３日

４日、11日、18日、25日、
７月２日

４日、11日、18日、25日、
７月２日 

秋 山 医 院

三 宅 病 院

山 本 医 院

加 藤 病 院

嶋 田 耳 鼻 咽 喉 科

（仲ノ町）

（栄町２）

（大通り）

（寿　町）

（幸　町）

６月３日

６月10日

６月17日

６月24日

７月１日

☎32-8326

☎32-2447

☎32-2809

☎33-2821

☎32-8711

日曜日

8:40-10:30

8:40-10:30

8:40-10:30

8:40-10:30

５日(火)

７日(木)

８日(金)

24日(日)

福セ

豊婦

四公

健セ

時　間 場所 日曜日 時　間 場所

●胃がん検診

日曜日

13:30-15:00 8:40-10:30６日(水) 24日(日)健セ 健セ

時　間 場所 日曜日 時　間 場所

町民会館

福セ

多水

東新町

消防本部

福セ

福セ

四公

場所

●子宮頸部がん検診

日曜日

9:30-11:30

13:00-15:00

9:30-11:30

13:00-15:00

9:30-11:30

13:00-15:00

9:30-11:30

13:00-14:00

14:30-15:30

9:30-11:30

13:00-15:00

9:30-11:30

13:00-15:00

9:30-11:30

13:00-15:00

9:30-11:30

13:00-15:00

11日(月)

13日(水)

15日(金)

19日(火)

21日(木)

25日(月)

26日(火)

29日(金)

即往寺

八幡

北鴨

豊婦

豊婦

四公

四公

阿庄

本村

時　間 場所 日曜日 時　間

●結核・肺がん検診

離乳食講習会（平成24年１～２月生まれ）、１歳６か月児健診（平成
22年10～11月生まれ）、３歳児健康診査（平成20年11月生）、乳幼
児健康相談・ブックスタート（平成23年８月生まれの乳児と幼児）      
      
福セ＝福祉センター／豊婦＝豊原農村婦人の家／四公＝四箇地区公民      
館／健セ＝健康センター／八幡＝葛原八幡会場／北鴨＝北鴨公民館／      
阿庄＝阿庄集会場／本村＝山階本村会場／多水＝元多度津水産高校／      
東新町＝東新町集会場／白公＝白方地区公民館／本浦＝本浦住民会館      
／佐柳＝佐柳いこいの家／高見＝高見いこいの家      

日曜日

9:30-13:00

13:30-15:00

10:00-11:30

13:00-14:30

14:30-15:30

9:30-13:00

10:00-11:30

10:00-11:30

13:30-15:00

13:30-15:00

9:30-11:30

9:30-13:00

13:30-14:30

13:30-14:30

10:00-11:30

13:30-15:00

9:30-13:00

10:00-11:30

9:00-11:00

10:00-11:30

13:30-15:00

9:30-13:00

9:00-16:00

9:30-10:30

１日(金)

４日(月)

５日(火)

６日(水)

７日(木)

８日(金)

10日(日)

11日(月)

12日(火)

14日(木)

15日(金)

18日(月)

20日(水)

21日(木)

22日(金)

25日(月)

27日(水)

28日(木)

四公

白公

本浦

佐柳

高見

白公

健セ

健セ

健セ

豊婦

健セ

健セ

健セ

健セ

福セ

福セ

本浦

健セ

健セ

福セ

四公

本浦

健セ

健セ

行　　事 時　間 場所

食改四箇地区講習会   

生活習慣病予防相談   

歯周疾患検診開始　（指定歯科医院）   

健康栄養相談   

健康栄養相談   

健康栄養相談   

食改白方地区講習会   

のびのび広場   

町母子愛育班連絡協議会行事   

「みんな集まれ！にこにこ広場」   

離乳食講習会   

生活習慣病予防相談   

マタニティ教室「沐浴実習」   

食改多度津地区講習会   

肝炎ウイルス・前立腺がん検診・健康診査・骨粗しょう症検診開始（指定医療機関）

１歳６か月児健診   

３歳児健康診査   

健康づくり　さくら教室   

生活習慣病予防相談   

食改佐柳地区研修会   

親子ふれあい広場   

　「保育士さんと遊ぼう」   

ことばの相談（要予約）   

多度津地区母子愛育班班員会   

生活習慣病予防相談   

食改佐柳地区講習会   

こども相談（要予約）   

乳幼児健康相談・ブックスタート    

相談名

高齢者相談
（弁護士対応）

人権相談

行政相談

障がい者生
活支援相談

こころの
　相談日

６月21日（木）
　10:30-12:00
電話予約をお願いします

６月１日（金）特設相談
　10:00-12:00
６月19日（火）
　10:00-15:00

６月19日（火）
　10:00-15:00

６月28日（木）
　13:30-16:30

６月21日（木）
午後１時30分～午後４時

町民健康センター２階
社会福祉協議会
☎32-8501

福祉センター
☎33-1110／総務課

福祉センター
☎33-1110／総務課

交通事故相談 ６月27日（水）
　10:00-15:00

福祉センター
☎33-1110／総務課

身障者相談 ６月15日（金）
　13:30-15:00

福祉センター
☎32-3063／田中公敏

福祉センター
☎33-4488／福祉保健課

福祉保健課（相談室）
☎33-4488

日　　時 場所・連絡

■ 保健センター行事予定 ■ 無料相談

■ 休館日

■ 休日当番医

親子ですくすく　大きく育て！　
●のびのび広場（６月６日（水）１０時～１１時３０分）
　今回は町母子愛育班連絡協議会行事「みんな集まれ！にこにこ広場」   
　と合同で行います。『笑いヨガ』でリラックスした時間を過ごしましょう！   
　【講　師】　笑いヨガ（ラフターヨガ）リーダー　小野　弘子先生   
　【持ち物】　お母さん・お子さんの飲み物、タオル
●マタニティ教室（６月10日（日）９時３０分～１１時３０分）
　人形を使ってのお風呂の練習（沐浴実習）や妊婦体験などいろいろ   
　な体験ができますので、ご家族の方もぜひご参加ください。   
●親子ふれあい広場（６月20日（水）１０時～１１時３０分）
　今回は白方子育て支援センターの保育士さんと一緒に遊びましょう！

児健康相談・ブックスタート（平成23年８月生まれの乳児と幼児）      

福セ＝福祉センター／豊婦＝豊原農村婦人の家／四公＝四箇地区公民      
館／健セ＝健康センター／八幡＝葛原八幡会場／北鴨＝北鴨公民館／      
阿庄＝阿庄集会場／本村＝山階本村会場／多水＝元多度津水産高校／      
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　今回は町母子愛育班連絡協議会行事「みんな集まれ！にこにこ広場」   

　笑いヨガ（ラフターヨガ）リーダー　小野　弘子先生   

　人形を使ってのお風呂の練習（沐浴実習）や妊婦体験などいろいろ   
　な体験ができますので、ご家族の方もぜひご参加ください。   

児健康相談・ブックスタート（平成23年８月生まれの乳児と幼児）      

福セ＝福祉センター／豊婦＝豊原農村婦人の家／四公＝四箇地区公民      
館／健セ＝健康センター／八幡＝葛原八幡会場／北鴨＝北鴨公民館／      
阿庄＝阿庄集会場／本村＝山階本村会場／多水＝元多度津水産高校／      
東新町＝東新町集会場／白公＝白方地区公民館／本浦＝本浦住民会館      
／佐柳＝佐柳いこいの家／高見＝高見いこいの家      

　今回は町母子愛育班連絡協議会行事「みんな集まれ！にこにこ広場」   

　笑いヨガ（ラフターヨガ）リーダー　小野　弘子先生   

　人形を使ってのお風呂の練習（沐浴実習）や妊婦体験などいろいろ   
　な体験ができますので、ご家族の方もぜひご参加ください。   

・・・・・・・・・・・　各種検診・健康診査が始まります！　・・・・・・・・・・・・
●歯周疾患検診（６月１日（金）～８月３１日（金））

対　象　者

自己負担金
４０歳・５０歳・６０歳・７０歳の町民の方

５００円

●骨粗しょう症検診（６月１１日（月）～８月３１日（金））

自己負担金

４０歳・４５歳・５０歳・５５歳・６０歳・６５歳・

７０歳の女性町民の方

１,０００円

●前立腺がん検診（６月１１日（月）～８月３１日（金））

対　象　者 ４０歳以上の男性町民の方

★４０歳～７４歳の方：７００円

★７５歳以上の方：２００円

●肝炎ウイルス検診（６月１１日（月）～１２月３１日（月））

●健康診査（６月１１日（月）～８月３１日（金））

●胃がん検診・子宮頸部がん検診

●子宮頸部がん検診・乳がん検診・　

　大腸がん検診

４１歳・４６歳・５１歳・５６歳・６１歳の町民の方

※ただし、今までに受診したことがない方

無料

　　　歯周疾患検診　実施医療機関
木谷歯科・島田歯科・たかぎ歯科・西川歯科・

山本歯科・おくの歯科

　　骨粗しょう症検診　実施医療機関
秋山医院・氏家内科・ウツミ整形外科・加藤病

院・加藤整形外科・河内病院・桃陵クリニック・

三宅医院・三宅病院・山本医院

　　前立腺がん検診・肝炎ウイルス検診

　　　　　　実施医療機関

秋山医院・氏家内科・加藤病院・加藤整形外

科・河内病院・くるみクリニック・桃陵クリ

ニック・三宅医院・三宅病院・山本医院・高

見診療所・佐柳診療所

　生活習慣病の前段階であるメタボリック

シンドローム等を早期に発見し、生活習慣

改善を行うことを目標とした特定健康診査、

また満７５歳以上の方には後期高齢者健康

診査を実施します。

　※受診の際に必要な「特定健康診査受診

　　券」「後期高齢者健康診査受診券」お

　　よび「健康診査質問票」を、多度津町

　　住民課より対象者に発送します。

　※「特定健康診査受診券」は国保以外の

　　方には、加入している医療保険者より

　　送付されます。

※いずれの検診も生活保護法による被保護世帯、町民税非課税世帯の方は、自己負担金が免除になります。受診前に

　多度津町住民課または保健センターで申請手続きを行ってください。

　６月２４日（日）に検診を行います。今年度まだ受けられていない方は、ぜひ受けましょう。

【受付時間】８時４０分～１０時３０分　【場　所】保健センター

　今年度も節目年齢の方に無料クーポン券

による検診を実施します。ぜひこの機会に

検診を受けましょう。

※４月２０日時点で多度津町に住民票の

　ある対象者には個別通知を送付します。

　詳細については案内をご覧ください。

特　　定

健康診査

その他の

健康診査

後期高齢者

健康診査

対　象　者

自己負担金は８００円です。

今年度４０歳～７５歳未満の町民の方（国保加入者）

※ただし、受診日当日に７４歳までの方

①満７５歳以上の町民の方（後期高齢者医療加入者）

②満６５歳以上満７５歳未満で、一定の障がいがあり、

　認定された町民の方

４０歳以上で、特定健康診査と後期高齢者健康診査の

対象者以外の町民の方

保健センター

麻田総合病院

保健センター

麻田総合病院
乳がん検診

大腸がん検診

子宮頸部

がん検診

日　程（無料クーポン券検診） 場　所

６月１１日（月）～１２月３１日（月）
　※診療時間内に限る

６月１１日（月）～１２月３１日（月）
　※診療時間内に限る

検診を希望される方は、個別通知に同封しているハガ
キを投函してください。後日、検査容器と提出案内を
お送りします。

６月24日（日）受付／８：40～10：30
　　　　　　　検診開始／９：30～

８～１０月の指定日

対　象　者

自己負担金

対　象　者

自己負担金
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保健だより保健だより 申込み・問合せは、保健センター（ 　 　  　　）町民健康
 センター内 ☎32-8500まで ６月の予定６月の予定

※診療時間は午前９時から午後６時まで。都合で変更することが

あります。当日の新聞でお確かめください。

納期限

７月２日(月) 町県民税 前納・１期

対象税目 期　別

■ 納税・納付

柔道整復 ６月10日　藤木接骨院　（大通り） 　☎32-2663

老人健康施設

明徳会図書館

町民会館

温水プール

スポーツセンター

町立資料館

※『林求馬邸』開館日は、６月３日（日）・７月１日（日）です。

２日、３日、９日、10日、16日、17日、 
23日、24日、30日、７月１日 

４日、11日、18日、25日、30日、 
７月２日 

５日、12日、19日、26日、
７月３日

５日、12日、19日、26日、
７月３日

４日、11日、18日、25日、
７月２日

４日、11日、18日、25日、
７月２日 

秋 山 医 院

三 宅 病 院

山 本 医 院

加 藤 病 院

嶋 田 耳 鼻 咽 喉 科

（仲ノ町）

（栄町２）

（大通り）

（寿　町）

（幸　町）

６月３日

６月10日

６月17日

６月24日

７月１日

☎32-8326

☎32-2447

☎32-2809

☎33-2821

☎32-8711

日曜日

8:40-10:30

8:40-10:30

8:40-10:30

8:40-10:30

５日(火)

７日(木)

８日(金)

24日(日)

福セ

豊婦

四公

健セ

時　間 場所 日曜日 時　間 場所

●胃がん検診

日曜日

13:30-15:00 8:40-10:30６日(水) 24日(日)健セ 健セ

時　間 場所 日曜日 時　間 場所

町民会館

福セ

多水

東新町

消防本部

福セ

福セ

四公

場所

●子宮頸部がん検診

日曜日

9:30-11:30

13:00-15:00

9:30-11:30

13:00-15:00

9:30-11:30

13:00-15:00

9:30-11:30

13:00-14:00

14:30-15:30

9:30-11:30

13:00-15:00

9:30-11:30

13:00-15:00

9:30-11:30

13:00-15:00

9:30-11:30

13:00-15:00

11日(月)

13日(水)

15日(金)

19日(火)

21日(木)

25日(月)

26日(火)

29日(金)

即往寺

八幡

北鴨

豊婦

豊婦

四公

四公

阿庄

本村

時　間 場所 日曜日 時　間

●結核・肺がん検診

離乳食講習会（平成24年１～２月生まれ）、１歳６か月児健診（平成
22年10～11月生まれ）、３歳児健康診査（平成20年11月生）、乳幼
児健康相談・ブックスタート（平成23年８月生まれの乳児と幼児）      
      
福セ＝福祉センター／豊婦＝豊原農村婦人の家／四公＝四箇地区公民      
館／健セ＝健康センター／八幡＝葛原八幡会場／北鴨＝北鴨公民館／      
阿庄＝阿庄集会場／本村＝山階本村会場／多水＝元多度津水産高校／      
東新町＝東新町集会場／白公＝白方地区公民館／本浦＝本浦住民会館      
／佐柳＝佐柳いこいの家／高見＝高見いこいの家      

日曜日

9:30-13:00

13:30-15:00

10:00-11:30

13:00-14:30

14:30-15:30

9:30-13:00

10:00-11:30

10:00-11:30

13:30-15:00

13:30-15:00

9:30-11:30

9:30-13:00

13:30-14:30

13:30-14:30

10:00-11:30

13:30-15:00

9:30-13:00

10:00-11:30

9:00-11:00

10:00-11:30

13:30-15:00

9:30-13:00

9:00-16:00

9:30-10:30

１日(金)

４日(月)

５日(火)

６日(水)

７日(木)

８日(金)

10日(日)

11日(月)

12日(火)

14日(木)

15日(金)

18日(月)

20日(水)

21日(木)

22日(金)

25日(月)

27日(水)

28日(木)

四公

白公

本浦

佐柳

高見

白公

健セ

健セ

健セ

豊婦

健セ

健セ

健セ

健セ

福セ

福セ

本浦

健セ

健セ

福セ

四公

本浦

健セ

健セ

行　　事 時　間 場所

食改四箇地区講習会   

生活習慣病予防相談   

歯周疾患検診開始　（指定歯科医院）   

健康栄養相談   

健康栄養相談   

健康栄養相談   

食改白方地区講習会   

のびのび広場   

町母子愛育班連絡協議会行事   

「みんな集まれ！にこにこ広場」   

離乳食講習会   

生活習慣病予防相談   

マタニティ教室「沐浴実習」   

食改多度津地区講習会   

肝炎ウイルス・前立腺がん検診・健康診査・骨粗しょう症検診開始（指定医療機関）

１歳６か月児健診   

３歳児健康診査   

健康づくり　さくら教室   

生活習慣病予防相談   

食改佐柳地区研修会   

親子ふれあい広場   

　「保育士さんと遊ぼう」   

ことばの相談（要予約）   

多度津地区母子愛育班班員会   

生活習慣病予防相談   

食改佐柳地区講習会   

こども相談（要予約）   

乳幼児健康相談・ブックスタート    

相談名

高齢者相談
（弁護士対応）

人権相談

行政相談

障がい者生
活支援相談

こころの
　相談日

６月21日（木）
　10:30-12:00
電話予約をお願いします

６月１日（金）特設相談
　10:00-12:00
６月19日（火）
　10:00-15:00

６月19日（火）
　10:00-15:00

６月28日（木）
　13:30-16:30

６月21日（木）
午後１時30分～午後４時

町民健康センター２階
社会福祉協議会
☎32-8501

福祉センター
☎33-1110／総務課

福祉センター
☎33-1110／総務課

交通事故相談 ６月27日（水）
　10:00-15:00

福祉センター
☎33-1110／総務課

身障者相談 ６月15日（金）
　13:30-15:00

福祉センター
☎32-3063／田中公敏

福祉センター
☎33-4488／福祉保健課

福祉保健課（相談室）
☎33-4488

日　　時 場所・連絡

■ 保健センター行事予定 ■ 無料相談

■ 休館日

■ 休日当番医

親子ですくすく　大きく育て！　
●のびのび広場（６月６日（水）１０時～１１時３０分）
　今回は町母子愛育班連絡協議会行事「みんな集まれ！にこにこ広場」   
　と合同で行います。『笑いヨガ』でリラックスした時間を過ごしましょう！   
　【講　師】　笑いヨガ（ラフターヨガ）リーダー　小野　弘子先生   
　【持ち物】　お母さん・お子さんの飲み物、タオル
●マタニティ教室（６月10日（日）９時３０分～１１時３０分）
　人形を使ってのお風呂の練習（沐浴実習）や妊婦体験などいろいろ   
　な体験ができますので、ご家族の方もぜひご参加ください。   
●親子ふれあい広場（６月20日（水）１０時～１１時３０分）
　今回は白方子育て支援センターの保育士さんと一緒に遊びましょう！

・・・・・・・・・・・　各種検診・健康診査が始まります！　・・・・・・・・・・・・
●歯周疾患検診（６月１日（金）～８月３１日（金））

対　象　者

自己負担金
４０歳・５０歳・６０歳・７０歳の町民の方

５００円

●骨粗しょう症検診（６月１１日（月）～８月３１日（金））

自己負担金

４０歳・４５歳・５０歳・５５歳・６０歳・６５歳・

７０歳の女性町民の方

１,０００円

●前立腺がん検診（６月１１日（月）～８月３１日（金））

対　象　者 ４０歳以上の男性町民の方

★４０歳～７４歳の方：７００円

★７５歳以上の方：２００円

●肝炎ウイルス検診（６月１１日（月）～１２月３１日（月））

●健康診査（６月１１日（月）～８月３１日（金））

●胃がん検診・子宮頸部がん検診

●子宮頸部がん検診・乳がん検診・　

　大腸がん検診

４１歳・４６歳・５１歳・５６歳・６１歳の町民の方

※ただし、今までに受診したことがない方

無料

　　　歯周疾患検診　実施医療機関
木谷歯科・島田歯科・たかぎ歯科・西川歯科・

山本歯科・おくの歯科

　　骨粗しょう症検診　実施医療機関
秋山医院・氏家内科・ウツミ整形外科・加藤病

院・加藤整形外科・河内病院・桃陵クリニック・

三宅医院・三宅病院・山本医院

　　前立腺がん検診・肝炎ウイルス検診

　　　　　　実施医療機関

秋山医院・氏家内科・加藤病院・加藤整形外

科・河内病院・くるみクリニック・桃陵クリ

ニック・三宅医院・三宅病院・山本医院・高

見診療所・佐柳診療所

　生活習慣病の前段階であるメタボリック

シンドローム等を早期に発見し、生活習慣

改善を行うことを目標とした特定健康診査、

また満７５歳以上の方には後期高齢者健康

診査を実施します。

　※受診の際に必要な「特定健康診査受診

　　券」「後期高齢者健康診査受診券」お

　　よび「健康診査質問票」を、多度津町

　　住民課より対象者に発送します。

　※「特定健康診査受診券」は国保以外の

　　方には、加入している医療保険者より

　　送付されます。

※いずれの検診も生活保護法による被保護世帯、町民税非課税世帯の方は、自己負担金が免除になります。受診前に

　多度津町住民課または保健センターで申請手続きを行ってください。

　６月２４日（日）に検診を行います。今年度まだ受けられていない方は、ぜひ受けましょう。

【受付時間】８時４０分～１０時３０分　【場　所】保健センター

　今年度も節目年齢の方に無料クーポン券

による検診を実施します。ぜひこの機会に

検診を受けましょう。

※４月２０日時点で多度津町に住民票の

　ある対象者には個別通知を送付します。

　詳細については案内をご覧ください。

特　　定

健康診査

その他の

健康診査

後期高齢者

健康診査

対　象　者

自己負担金は８００円です。

今年度４０歳～７５歳未満の町民の方（国保加入者）

※ただし、受診日当日に７４歳までの方

①満７５歳以上の町民の方（後期高齢者医療加入者）

②満６５歳以上満７５歳未満で、一定の障がいがあり、

　認定された町民の方

４０歳以上で、特定健康診査と後期高齢者健康診査の

対象者以外の町民の方

保健センター

麻田総合病院

保健センター

麻田総合病院
乳がん検診

大腸がん検診

子宮頸部

がん検診

日　程（無料クーポン券検診） 場　所

６月１１日（月）～１２月３１日（月）
　※診療時間内に限る

６月１１日（月）～１２月３１日（月）
　※診療時間内に限る

検診を希望される方は、個別通知に同封しているハガ
キを投函してください。後日、検査容器と提出案内を
お送りします。

６月24日（日）受付／８：40～10：30
　　　　　　　検診開始／９：30～

８～１０月の指定日

対　象　者

自己負担金

対　象　者

自己負担金
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●広告募集
   多度津町では、新しい財源確保と地域の活性化のため、
　広報に掲載する広告を募集しています。
　【問合せ】多度津町　町長公室     33－1115

◎お問い合わせ：町立明徳会図書館  ☎32－3246

6

2

012
 

No.655
町の人口町の人口

（５月１日現在　常住人口）（５月１日現在　常住人口）

人　口　
   男　   
   女　　
世帯数

（+４０）
（+５１）
（－１１）
（＋５７）

２３，３６１  人
１１，５４４  人
１１，８１７  人
   ９，２７５世帯

目　次

■新着図書のお知らせ
　●                          
　　　　　　　　　　　　　　　　道浦　母都子(みちうら　もとこ)　文 ・ 金　斗鉉(きむ　とうげん)　絵 ／ 福音館書店

　　「昔の子どもたち」と「未来の大人たち」へ贈る絵本
　　　　　　家族三世代がともに楽しむ原風景
　　　　絵本で楽しむわが家の過去、現在そして未来･･･
       
　わたしたちを包む山や川、光や風、戦後６０年で大きく変わりました。
　変わらないものは、ふるさとを思う心です。
　のどかで平和な時間、静けさと安らぎが長く続きますよう、そんな祈
　りを込めたこの絵本を、次の世代に届けます。　　　～道浦　母都子

　うわ、なつかしい！めんこ、ゴム跳び、紙芝居、駄菓子屋･･･。
　自転車の三角乗り※ってなあに？大人は忘れかけた昭和の記憶をみつ
　け、子どもはやったことのない遊びをみつけ、家族でこの絵本をはさ
　んで話し合い、いっしょにふるさとや家族や自然の大切さを考えるき
　っかけになればと願っています。戦後６０年の歴史をめくりながら未
　来の夢を描いてほしいと思います。　　　　　　　　　　～金　斗鉉

　戦後、わたしたちは「生きる」ことを取り戻し、生き抜くことが最大の課題となりました。「生きる」とは、自分だけが
　生きるのではなく、家族や隣人や友人がともに力を合わせ、助け合って生きること、そして自然を大切にすることです。
　この絵本は、大人と子どもがともに読み合うことを通して、過去、現在、未来のつながりをかえりみて、話し合ってくだ
　さることを願って創り出されたのです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～松居　直（児童文学者）

・・・・・・・・・・・９４冊
・・・・・・・・・・・・３，１３０人
・・・・・・・・・・・６，４２０冊

・・・・・・２６人

■図書館の資料は、皆様がお互いに利用する
　ものです。大切に扱ってください！
　　汚したり、書き込みをしないようにしてください。

　　次の人が待っている場合もありますので、

　　返却期日は、必ずお守りください。

■６月の行事
　　★おはなし会『ひまわり』
　　　　６月  9日（土）   １４時～14時30分
　　★おはなし会　『ライブラリーこぐま』
　　　　６月20日（水）　１４時３０分～１５時

『ふるさと６０年　～戦後の日本とわたしたちの歩み～』

■４月の図書館利用状況
　◎新着図書・寄贈本
　◎入館者数
　◎貸出図書数
　◎新規図書利用カード作成者数

※三角乗り
　　　　　　サドルが高くて足がとどかない
　　　　　　大人の自転車を、三角形のフレ
　　　　　　ームのあいだに片足をいれ、車
　　　　　　体をかたむけながら、ペダルを
　　　　　　こいで上手に乗りこなす乗り方。

■寄贈図書のお知らせ
特定非営利活動法人「 ひざし会」様より、鷲谷　七菜子
（わしたに　ななこ）「俳句」の図書を寄贈いただきまし
た。ありがとうございました。

■ご存じですか？！　図書の予約
貸出中の資料を予約することができます。
お気軽にカウンターまでお申し出ください。

広報広報

●　町の財政執行状況・・・・・・・・・・・・２Ｐ

●　税務課からお知らせ・・・・・・・・・・・３Ｐ

●　後期高齢者医療制度・・・・・・・・・・・４Ｐ

●　親切・人権・・・・・・・・・・・・・・・５Ｐ

●　文化教養・スポーツ・・・・・・・・・６～９Ｐ

●　まちかどズーム・・・・・・・・・１０～１１Ｐ

●　お知らせ・募集・・・・・・・・・１２～１７Ｐ

●　６月の予定・・・・・・・・・・・・・・１８Ｐ

●　保健だより・・・・・・・・・・・・・・１９Ｐ

●　図書館だより・・・・・・・・・・・・・２０Ｐ

● 全国バレーボール交流大会　準優勝！
     『四箇バレーボールスポーツ少年団』
● 全国バレーボール交流大会　準優勝！
     『四箇バレーボールスポーツ少年団』

（関連記事・・・・・７P）


